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楽 �天市場では会員の京大履歴などから 
関 �心のあると思われる商品を紹介 

ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
ウ
ェ

グ
ル
ー
プ
や
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
大

手
を
中
心
に
約
2
0
0
社
に
上

る
。
導
入
サ
イ
ト
は
3
年
で
4

倍
に
増
加
。
同
社
は
「
サ
イ
ト

間
の
競
争
が
激
し
く
な
る
中

で
、
顧
客
の
心
を
つ
か
む
た
め

に
は
レ
コ
メ
ン
ド
は
必
須
の
機

能
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
　
（
井
口

隆
智
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ー

く
と
東
日
本
で
の
売
れ
筋

ヤ
）
と
強
調
す
る
。

ネ
ッ
ト
通
販
業
界
で
は
、
顧

介
さ
れ
、
「
あ
な
た
に
オ
ス
ズ

メ
の
商
品
」
は
最
近
買
っ
た
化

粧
品
や
洋
服
に
関
連
す
る
商
品

を
画
像
と
一
緒
に
奉
不
。
数
年

前
に
購
入
し
た
書
籍
を
瞬
時
に

見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

I
T
人
材
重
要
に

こ
う
し
た
個
別
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
「
ピ
ッ

夕
部
」
を
2
月
に
新
設
し
、

泉
的
な
レ
コ
メ
ン
ド
苧
法

る
。
情
報
の
閲
覧
者
が
購

ま
で
つ
な
が
る
割
合
が
上
昇
す
海
外
で
の
M
＆

る
な
ど
成
果
も
上
が
り
始
め
た
収
）
を
通
じ
て

と
い
う
。
森
正
弥
執
行
役
員
は
の
登
用
を
進
め
、

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
売
り
上
げ
術
著
の
採
用
を

に
与
え
る
影
響
は
と
て
つ
も
な
介
最
大
手
の
リ

く
大
き
い
」
と
話
す
。
　
　
　
ジ
ェ
ン
ト
（
垂

グ
デ
ー
タ
」
と

ぼ
れ
る
数
百

「
こ
の
商
品
を
買
っ
た
人
は
が
扱
う
I
T
技

こ
ん
な
商
品
も
買
っ
て
い
ま
の
求
人
数
は
1

㌔
（
㌔
は
1
兆
）

す
」
－
－
。
業
界
で
ビ
ッ
グ
デ

る
」
　
（
楽
天
の
森
執
行
役
員
）

析
す
る
I
T
（
情
報
技
術
）
能

開
発
競
力
が
あ
っ
て
可
能
に
な
る
。
ネ
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（平成24年）8月16日（木曜日）　　12版　陸棚瑠⑳

連
載
開
始
か
ら
ほ
年
経
た
今

も
根
強
い
人
気
の
慢
画
「
O
N

E
 
P
I
E
C
E
（
ワ
ン
ピ
ー

ス
）
」
。
6
月
に
発
売
さ
れ
た

カ
ラ
ー
の
電
子
本
が
フ
ァ
ン
の

間
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
紙

の
本
を
カ
ラ
ー
に
す
る
と
印
刷

代
が
膨
ら
む
が
、
電
子
な
ら
カ

ラ
ー
も
白
黒
も
費
用
は
同
じ
。

単
行
本
よ
り
約
1
割
高
い
価
格

設
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
手

電
子
書
店
で
軒
並
み
販
売
数
の

上
位
1
0
位
に
入
り
続
け
る
。

カ
ラ
ー
化
や
復
刊

ワ
ン
ピ
ー
ス
の
累
計
発
行
部

数
は
2
億
7
0
0
0
万
部
以

上
。
電
子
本
で
2
度
買
い
を
誘

え
れ
ば
売
り
上
げ
は
莫
大
だ
。

全
6
7
巻
の
単
行
本
を
所
有
す
る

読
者
は
「
紙
の
黍
と
は
迫
力
と

感
動
が
適
う
。
電
子
森
も
全
部

そ
ろ
え
た
い
」
と
話
す
。
カ
ラ

ー
の
電
子
本
は
新
規
フ
ァ
ン
の

獲
得
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
と

下

　

い

う

。日
本
で
読
蓄
用
端
末
が
登
場

し
た
の
は
約
2
0
年
前
。
そ
の
後
、

何
度
も
「
電
子
雷
籍
元
年
」
の

掛
け
声
が
浮
か
ん
で
は
消
え

た
。
長
い
間
、
出
版
社
や
露
店

の
多
く
は
「
紙
の
本
が
売
れ
な

く
な
る
」
と
消
極
的
だ
っ
た
。

だ
が
出
版
市
場
は
1
9
9
6
年

か
ら
3
割
縮
小
。
将
来
へ
の
危

機
感
と
、
手
軽
に
使
え
る
端
末

の
普
及
で
出
版
社
や
露
店
の
意

識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

電
子
な
ら
で
は
の
強
み
を
ど

う
活
用
す
る
か
。
講
談
社
は
絶

版
本
の
復
刊
に
電
子
本
を
使

う
。
交
流
サ
イ
ト
で
「
復
刊
候

補
」
を
募
り
、
ネ
ッ
ト
競
売
で

定
価
の
数
倍
の
値
が
付
く
皆
川

ゆ
か
氏
の
作
品
な
ど
7
作
品
養

今
秋
に
電
子
本
で
復
刊
す
る
。

紙
の
本
は
ま
と
ま
っ
．
た
部
数
を

幸
三
二
三
≡
一
三
三
手
二
一
÷

売
ら
な
い
と
採
算
が
合
わ
な
い

が
、
製
本
の
な
い
電
子
本
な
ら

少
部
数
で
も
利
益
を
出
せ
る
。

こ
の
川
年
で
販
売
部
数
が
4

割
減
っ
た
雑
誌
の
危
槌
感
は
特

に
強
い
。
学
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
写
真
雑
誌
「
C
A
P
A
」

な
ど
8
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
電
子
化
し
半
額
で
販
売
し
て

い
る
。
「
電
子
な
ら
自
由
に
割

引
で
き
、
場
所
を
確
保
せ
ず
に

大
盤
の
本
を
売
れ
る
」
（
同
社
）

紙
と
電
子
の
強
み
を
組
み
合

わ
せ
て
商
機
を
探
る
。
そ
の
推

進
役
と
し
て
存
在
感
を
高
め
て

利
の
許
諾
さ
え
得
れ
ば
コ
ス
ト

を
か
け
ず
に
電
子
泰
を
販
売
で

き
る
。
か
つ
て
は
デ
ー
タ
の
括

用
に
慎
重
だ
っ
た
が
2
年
ほ
ど

前
か
ら
積
極
姿
勢
に
転
じ
た
。

米
は
全
体
の
2
割

大
日
寒
は
系
列
の
丸
善
番

店
、
文
教
堂
な
ど
と
電
子
雷
店

を
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
連
結
。
凸

版
は
三
省
堂
霹
店
と
連
携
し
、

店
頭
で
同
タ
イ
ト
ル
の
紙
の
本

と
電
子
本
を
選
べ
る
よ
う
に
し

た
。
東
京
都
千
代
田
区
の
店
舗

に
は
「
電
子
版
も
ご
購
入
い
た

だ
け
ま
す
」
と
番
か
れ
た
赤
い

日
本
印
刷
、
凸
版
印
刷
と
も
帯
付
き
の
本
が
並
ぶ
。
今
は
最

に
子
会
社
を
通
じ
て
電
子
裔
店
初
か
ら
電
子
本
を
買
い
に
く
る

を
運
営
。
紙
の
本
の
印
刷
に
使
顧
客
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
飯
島

う
デ
ー
タ
を
大
塁
に
持
ち
、
権
京
子
副
店
長
は
「
紙
の
本
の
読

著
に
も
電
子
本
の
良
さ
を
訴
え

店
頭
で
紙
の
本
を
見
て
購
入
で
き
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

る
（
三
暫
望
無
崖
有
楽
町
店
）
　
　
米
国
で
は
電
子
雷
籍
の
売
り

上
げ
が
全
出
版
物
の
約
2
割
に

適
し
た
。
ヂ
斗
タ
が
公
表
さ
れ

て
い
る
今
年
l
月
で
見
る
と
、

電
子
鬱
籍
は
前
年
同
月
比
5
割

増
の
約
1
億
㌦
（
約
7
8
億
円
）

で
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
を
上
回
り
、

ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
に
あ
と
5
6

0
万
㌦
に
迫
る
。
興
味
深
い
の

は
同
じ
月
に
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
が

2
2
％
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
も
6

％
前
年
を
上
回
っ
た
こ
と
だ
。

同
月
の
出
版
総
売
上
高
は
ほ
ぼ

3
割
増
の
5
億
㌦
だ
っ
た
。

米
国
の
例
は
電
子
書
籍
の
拡

大
が
出
版
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
示
す
。
電
子
へ

の
抵
抗
感
を
ぬ
ぐ
い
、
よ
う
や

く
紙
と
の
相
乗
効
果
を
模
索
し

始
め
た
日
本
の
出
版
関
連
業

界
。
歩
み
を
止
め
な
い
こ
と
が

出
版
再
生
へ
の
カ
ギ
に
な
る
。

高
田
学
也
、
高
橋
徹
が
担
当
し

ま
し
た
。
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「近日発売」の告知か
ら2カ月たったが…

豊　富　㍍　血■ � �ロ � 
dヰ 

電子書籍を巡る最近の主な勤番 

4月2日 �講談社や集英社など出版各社と犬 
日本印刷、凸版印刷が、書籍のデ ジタル化の支援を目的に「出版デ 

ジタル機構」を設立 

13日 �米アマゾン・ドット・コムのジェ 

フ・ベゾス最高経営責任者（CE 
0）が電子書籍事業を「日本国内 で年内に開始する」と明言 

6月26日 �アマゾンジャパンがホームページ 
で電子書籍端末「キンドル」を近 
日中に発売すると告知 

7月2日 �楽天が電子書籍端末「コボタッチ」 発売に関する記者会見を開催。19 

日に直販サイトなどで販売開始 

し
た
。
日
本
で
も
0
3
年
ご
ろ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
発
売
し
た
が

な
り
普
及
が
遅
れ
て
い
る
。

に
つ
い
て
、

日
発
売
」
と

を
吟
味
し
た
北

末
弁
護
士
に
よ
る
と
、

安
値
で
販

い
か
」
と



通
信
販
売
市
場
が
拡
大
し

て
い
る
。
日
本
通
唐
販
売
協

会
・
（
東
京
。
中
央
）
が
2
7
日

発
表
し
た
2
0
1
1
年
度
の

通
販
売
上
高
（
速
報
値
）
は

前
年
度
比
9
％
増
の
5
兆
9

0
0
億
円
と
、
1
9
8
2
年

度
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め

て
5
兆
円
を
突
破
し
た
。
け

ん
引
役
は
利
便
性
の
高
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
。
デ
フ

レ
や
少
子
化
で
も
成
長
す
る

数
少
な
い
市
場
で
、
価
格
。

サ
ー
ビ
ス
競
争
訊
激
し
さ
を

増
し
そ
う
だ
。

通
販
協
会
の
調
査
は
、
ジ

ャ
バ
ネ
ッ
ト
た
か
た
や
千
趣

会
な
ど
、
カ
タ
ロ
グ
通
販
や

テ
レ
ビ
通
販
を
中
心
と
す
る

藩
学
肝
が
輯
ん
馴

加
盟
5
0
8
社
の
売
上
高

に
、
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン
（
東

京
・
目
黒
）
な
ど
非
加
盟
の

有
力
企
業
約
1
6
．
0
杜
の
事

業
売
上
高
の
推
計
を
合
算
し

た
。
前
年
度
を
上
回
る
の
は

1
8
年
連
続
。
会
員
企
業
は
4

。
9
％
増
、
ネ
ッ
ト
通
販
を

主
力
と
す
る
非
会
員
企
業
は

1
7
％
増
だ
っ
た
。

通
販
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
違
背
景
に
成
長
を

続
け
て
き
た
が
、
若
年
層
か

ら
シ
ニ
ア
ま
で
ネ
ッ
ト
通
販

の
利
用
が
広
が
り
、
拡
大
に

拍
車
が
か
か
っ
た
。
最
大
事

は
売
上
高
5
0
0
0
億
円
前

後
と
推
測
さ
れ
る
ア
マ
ゾ
ン

ジ
ャ
パ
ン
。
衣
料
品
で
は
「
ゾ

ゾ
タ
ウ
ン
」
の
ス
タ
ー
ト
ト

ゥ
デ
イ
、
食
品
で
は
有
磯
野

東
な
ど
を
手
掛
け
る
オ
イ
シ

サ
ク
ス
（
東
京
品
川
）
な

ど
が
伸
び
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
通
販
は
低
コ
ス
ト

．
遷
鴬
に
よ
る
価
格
競
争
力
に

加
え
、
品
ぞ
ろ
え
や
サ
ー
ビ

ス
で
独
自
の
強
み
を
発
揮
す

．
る
。
ア
マ
ゾ
ン
は
審
籍
か
ら

家
電
ま
で
扱
う
5
0
0
0
万

品
日
進
の
晶
ぞ
ろ
え
に
加

え
、
当
日
。
無
料
配
送
を
導

入
。
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
は
某
日

本
大
震
災
直
後
か
ら
放
射
能

検
査
体
制
を
撃
見
る
な
ど
、

食
の
安
全
に
配
慮
す
る
姿
勢

が
支
持
を
集
め
る
。

一
方
で
カ
タ
ロ
グ
や
テ
レ

ビ
通
販
企
業
は
曲
が
り
角
を

迎
え
て
い
る
。
千
趣
会
は
ネ

ッ
ト
通
販
関
連
売
上
高
は
1
1

％
増
だ
が
、
本
業
の
カ
タ
ロ

グ
は
発
行
部
数
を
減
ら
し
、

総
売
上
高
は
横
ば
い
だ
っ

た
。
同
社
や
ニ
ッ
セ
ン
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
既
に
注
文

比
率
の
6
割
前
後
が
ネ
ッ
ト

経
由
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
嵩

機
能
携
帯
電
話
）
向
け
ア
プ

リ
開
発
に
も
注
力
す
る
。

テ
レ
ビ
通
販
も
、
主
要
9

社
の
1
1
年
度
の
売
上
高
合
計

が
0
。
7
％
増
（
日
本
経
措

新
聞
社
調
べ
）
と
成
長
は
鋪

化
。
最
大
手
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー

シ
ョ
ッ
プ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
音

京
。
中
央
）
は
サ
イ
ト
で
通

販
番
組
を
流
し
て
集
客
す

る
。
通
販
協
会
の
柿
尾
正
之

・
主
幹
研
究
員
は
「
通
販
は

今
や
ネ
ッ
ト
が
中
心
。
カ
タ

ロ
グ
企
業
な
ど
の
ネ
ッ
ト
シ

フ
ト
は
加
速
す
る
」
と
話
す
。

イ
オ
ン
は
今
月
、
ネ
ッ
ト

通
販
や
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
の

統
合
サ
イ
ト
を
開
設
。
ヨ
ド

バ
シ
カ
メ
ラ
が
当
日
無
料
配

送
を
拡
充
す
る
な
ど
実
店
舗

を
持
つ
小
売
り
大
手
も
サ
ー

ビ
ス
を
本
格
化
、
顧
客
囲
い

込
み
が
熟
を
帯
び
て
い
る
。
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苧軍‾去享牽引巧さ竜蓋

主なタブレット嶺末の比較
一発売元　巨ッ蒜 ��アマゾン愴 ドット・コム �グープル． 　　1 

l ：製品名 l 「■■■■－一一 三画面サイズ （型）t �iPad l �キンドル。フ ァイアHD �ネクサス7 

9．7 l �7／8．9 �7 

茹ト （■os） �Tl iOS �アンドロイ ドをベース に改良 �アンドロイ ド4．1 

「丙画才盲‾リ ー（ギガ昭ト） �16。．／32／64 ⊥＿＿ �16．／32 �　書 8／16」 

．些担土至逆夢／／背面 ≡価格（ドル）…499～699 ��前面のみ �前面のみ　室 
199～369 �199～夏蚕∩ 　　」 

（注）3杜の商品を比較するため、iPadとキン
ドル。ファイアHDは無線LAN（構内情報
通信網）対応型のみのデータを掲載

低
価
格
競
争
臆
拍
車

盲
し
た
。
主
力
機
種
「
キ
ン
ド
ル
・

【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
＝
奥
平
和
行
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

小
売
り
拉
大
手
の
米
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
は
6

日
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機
能
閃
滞
端
末
）
の
品
ぞ
ろ
え

を
拡
充
す
る
と
発
表
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
大
き
く
先

行
し
て
い
る
米
ア
ッ
プ
ル
も
1
0
月
に
も
従
来
よ
り
画
面

サ
イ
ズ
が
小
さ
い
「
i
P
a
d
（
ア
イ
パ
ッ
ド
）
」
を

発
表
す
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
成
長
市
域
を
巡
る
競
争

が
l
段
と
激
化
し
そ
う
だ
。

ア
マ
ゾ
ン
は
白
黒
の
電
子

ペ
ー
パ
ー
を
搭
載
し
た
脚
亀
子

裔
籍
端
末
　
キ
ン
ド
ル
」
に

加
え
て
、
カ
ラ
ー
液
晶
を
採

用
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
「
キ
ン

ド
ル
・
フ
ァ
イ
ア
」
を
2
0

1
1
年
か
ら
米
国
で
販
売
し

て
い
る
。
6
日
に
米
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス

鼻
幾
箪
責
任
者
（
C
E
O
）

が
記
者
会
見
し
、
キ
ン
ド
ル

・
フ
ァ
イ
ア
の
新
製
品
を
発

フ
ァ
イ
ア
H
D
】
の
画
面
の

大
き
さ
は
現
行
機
種
と
同
じ

7
型
だ
が
、
新
た
に
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
画
質
の
動
画
を
再
生

8
・
9
型
の
画
面
を
搭
赦

し
た
キ
ン
ド
ル
・
フ
ァ
イ
ア

H
D
や
、
逓
遠
望
柑
電
話
サ

ー
ビ
ス
「
L
T
E
∵
萱
使
っ

て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取
り
込
め

る
最
上
位
機
種
（
4
9
9
㌦

で
き
る
商
精
細
な
液
晶
を
採
ふ
ら
）
も
追
加
す
る
。
現
行

用
し
た
む
内
蔵
メ
モ
リ
ー
の

容
恩
も
従
来
の
2
倍
の
1
6
㌔

（
㌔
は
1
0
倍
）
巧
と
し
て
多

く
の
雑
誌
や
映
画
な
ど
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
保
存
で
き
る
。

一
方
、
価
格
は
1
9
9
㌦
（
約

1
万
5
7
0
0
円
）
に
据
え

置
い
た
じ

機
棺
は
1
5
9
㌦
に
値
ト
げ

し
て
販
売
を
続
け
る
。
同
日

か
ら
米
国
で
予
約
受
け
付
け

を
始
め
、
9
月
l
H
R
か
ら
頓

次
出
荷
す
る
。
現
行
機
橙
と

同
様
、
日
本
で
の
展
開
に
つ

い
て
は
歪
。

記
者
会
見
で
ベ
ゾ
ス
C
E

0
は
一
昨
年
は
特
定
の
価
格

帯
（
低
価
格
帯
）
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
一
番
に
な
っ
た
が
、
今

年
は
す
べ
て
の
価
格
帯
で
ト

ッ
プ
を
目
指
す
」
と
話
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
は
ア
ッ
プ

ル
が
先
行
し
4
9
9
㌦
が
中

心
価
格
帯
だ
っ
た
が
、
ア
マ

ゾ
ン
は
昨
年
に
1
9
9
㌦
の

キ
ン
ド
ル
・
フ
ァ
イ
ア
を
発

売
し
て
世
界
シ
ェ
ア
2
位
に

躍
り
出
た
。
同
社
は
本
体
価

格
を
抑
え
る
一
方
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
通
じ
て
コ
ン
テ
ン
ツ

な
ど
の
販
売
を
増
や
し
、
採

算
を
と
る
戦
略
を
描
い
て
い

る．．
グ
ー
グ
ル
も
同
様
の
考
え

方
に
琴
つ
い
て
1
9
9
㌦
の

一
ネ
ク
サ
ス
7
二
奇
今
年
7

月
に
聾
兄
し
た
。
ア
ッ
プ
ル

も
近
く
発
売
す
る
と
み
ら
れ

て
い
る
小
型
の
i
P
a
d
で

価
格
を
抑
え
る
可
能
性
が
商

い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
市
場
で
は

ア
マ
ゾ
ン
の
参
入
を
機
に
低

価
格
化
の
流
れ
が
生
ま
れ
て
几

お
り
、
日
本
勢
を
含
む
中
卜

位
メ
ー
カ
ー
の
戦
略
に
も
影

響
を
与
え
そ
う
だ
ハ

6
日
、
ア
マ
ゾ
ン
は
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
新
製
品
を
発
表
し
た

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
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蘭魔呼苛も手軽に

クラウドソーシング

場所や時間に駒取菖れずスキルを
生かして働ける

企最盛　園　園

伸介会社が
域を提供

平野順子さんはバナー広
菅などをデザイン

－■ここ　■＝‾‘－■‾・．・．－‾　　　、　　－、‾‾l

‾‾・．‾　　　　　　1－－　　　　－－－－　∴

自
宅
に
居
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
緯
由
で
画
像
作
成
や
デ
ー
タ
入
力
な
ど
の
仕
事
を
謂
け
負
う
人
が
増
え
て
い

る
。
不
特
定
多
数
の
人
に
仕
事
を
仲
介
す
る
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
と
呼
ぶ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
ウ
利
用
者
数
は
主
要

6
枚
だ
け
で
約
4
0
万
人
と
1
年
前
か
ら
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
子
育
て
中
の
主
婦
で
も
手
樽
に
働
け
る
の
が
特
徴
で
、
雇

用
機
会
の
少
な
い
地
方
に
住
む
人
に
も
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
一
般
の
群
衆
－

婦
臆
餓
事

神
奈
川
県
在
住
の
宮
川
奈

緒
さ
ん
（
仮
名
、
3
0
）
は
毎

朝
、
3
歳
の
長
女
を
幼
稚
園

に
送
っ
た
後
に
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
に
向
か
う
。
出
産
を
機

に
1
T
（
情
報
技
術
）
企
業

を
退
職
し
、
昨
年
末
に
は
次

女
も
誕
生
。
ス
キ
ル
を
生
か

し
子
帝
て
し
な
が
ら
収
入
を

碍
た
い
と
考
え
、
ク
ラ
ウ
ド

ソ
ー
シ
ン
グ
の
仲
介
会
社
ク

ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
ス
（
重
訳
。

港
）
に
会
員
登
録
し
た
。

同
社
の
サ
イ
ト
に
一
覧
表

示
さ
れ
る
仕
事
の
中
か
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
作
成

な
ど
得
意
分
野
を
邁
ん
で
応

募
す
る
。
発
注
者
の
企
業
か

ら
正
式
な
依
頼
が
来
る
の
を

待
ち
、
契
約
を
結
ん
で
作
菜

を
開
始
。
報
酬
は
作
業
時
間

や
内
容
で
決
ま
り
、
毎
月
5

万
円
ほ
ど
の
収
入
を
得
る
。

「
子
供
の
そ
ば
に
居
ら
れ
る

安
心
感
や
、
在
宅
で
I
T
ス

キ
ル
を
磨
き
続
け
ら
れ
る
点

が
い
い
一
と
話
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
は

米
国
で
2
0
0
0
年
ご
ろ
に

誕
生
し
た
。
実
務
を
外
注
し

た
い
企
菜
と
働
き
手
を
結
び

つ
け
る
新
手
法
と
し
て
普
及

が
進
み
、
日
本
で
も
0
8
年
に

リ
ク
ル
ー
ト
や
ラ
ン
サ
ー
ズ

（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
と
い

っ
た
金
茶
が
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。
そ
の
後
も
参
入
が
相
次

ぎ
、
主
要
6
社
の
会
員
総
数

（
ク
ラ
ウ
ド
）
に
業
務
の
一
部
を
外
部
委
託
（
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
す
る
手
法
を
指
す
。
従
来
の

在
宅
で
の
仕
事
と
の
違
い
は
、
案
件
選
び
か
ら
契

≒
約
、
成
紫
物
の
納
品
、
報
酬
の
決
済

と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
を
ネ
ッ
ト
上

で
完
績
で
き
る
点
っ
働
き
手
は
自
分

の
ス
キ
ル
を
生
か
し
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
働
け
る
。
仕
事
は
サ
イ
ト
画
面
の
作
成
や

デ
ザ
イ
ン
、
デ
ー
タ
入
力
、
ソ
フ
ト
の
不
具
合
検

〔
弱
㌢
開
啓
開
熊
川
崇
∽

一
撃
万
円
姦
夫
も
い
る
と
い
う
っ

は
約
4
0
万
人
に
上
る
。

会
員
と
し
て
多
い
の
は
主

婦
や
学
生
だ
。
ネ
ッ
ト
に
接

続
で
き
れ
ば
家
事
や
学
業
の

合
間
の
時
間
を
使
い
、
収
入

を
得
ら
れ
る
手
軽
さ
が
受
け

て
い
る
。
生
治
費
を
補
て
ん

百
草
つ
会
社
員
も
い
る
。

発
注
企
菜
も
作
業
を
小
分

け
に
し
、
多
く
の
人
々
に
分

担
さ
せ
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト

を
抑
え
短
期
間
に
業
務
を
処

理
で
き
る
。
デ
ー
タ
入
力
な

ど
で
は
海
外
へ
の
外
注
よ
り

安
い
場
合
も
あ
り
、
「
プ
ロ

に
短
む
よ
り
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
を
望
め
や
す
い
」
と
の
声

も
出
て
い
る
と
い
う
。

横
浜
市
の
平
野
陽
子
さ
ん

（
筆
は
昨
年
1
2
月
の
結
婚

を
機
に
ラ
ン
サ
ー
ズ
経
由
で

バ
ナ
ー
広
告
の
デ
ザ
イ
ン
な

ど
を
謂
け
負
い
始
め
た
。
発

注
金
茶
が
提
示
す
る
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
絵
柄
を
つ
く

り
、
他
の
会
員
と
コ
ン
ペ
形

式
で
競
っ
て
受
注
痙
得
を
目

指
す
。
一
．
将
来
子
供
が
で
き

た
時
の
こ
と
を
考
え
、
体
調

が
良
い
時
だ
け
鋤
け
る
方
法

を
探
し
て
い
た
へ
と
話
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
女

性
の
労
働
力
率
は
「
3
5
～
3
9

歳
」
に
6
7
％
と
「
2
5
～
2
9
歳
」

か
ら
約
1
0
漕
落
ち
る
。
出
産

や
哲
児
で
仕
事
を
離
れ
る
人

が
多
い
年
代
の
労
麟
力
率
ア

ッ
プ
は
国
の
課
題
で
も
あ

る
。
ク
ラ
ウ
ド
ソ
J
ソ
ン
グ

の
普
及
が
進
め
ば
、
こ
う
し

た
潜
在
的
な
労
働
力
の
治
用

に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

毒
一
言
（
室
選
言
三
軍
工
二
土
這

古
る
た
め
夜
間
に
作
業
を
箔

ク
ラ
ウ
ド
ソ
J
ソ
ン
グ
は

地
方
に
住
む
人
の
雇
用
の
受

け
皿
に
も
な
り
つ
つ
あ
る
。

ラ
ン
サ
ー
ズ
で
は
仲
介
し
て

い
る
仕
事
の
6
割
が
東
要
撃

内
か
ら
発
注
さ
れ
る
一
方
、

働
き
手
の
6
割
は
都
外
の
在

住
者
だ
っ
リ
ク
ル
ー
ト
の
サ

ー
ビ
ス
の
場
合
、
I
T
系
人

材
の
西
成
に
力
を
入
れ
る
島

根
県
在
住
者
ら
の
利
鞘
が
多

い
と
い
う
へ
〉

沖
縄
県
の
河
合
知
佳
さ
ん

（
3
0
）
は
3
児
の
母
で
、
酉

児
の
傍
ら
ラ
ン
サ
ー
ズ
で
一

円
3
～
4
時
間
働
い
て
い

る
。
デ
ザ
イ
ン
作
成
な
ど
単

発
の
案
件
を
中
心
に
こ
な

し
、
月
に
4
万
～
5
万
円
の

収
入
を
得
て
い
る
。
7
月
の

沖
縄
県
の
百
効
求
人
倍
率
は

全
国
最
低
の
0
．
4
1
倍
。
河

合
さ
ん
に
よ
る
と
一
手
軽
に

働
け
る
手
段
と
し
て
友
人
に

も
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
一

と
い
う
。
岐
鼻
県
は
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー

ク
ス
と
協
力
し
て
県
内
の
1

T
人
材
の
罷
用
拡
大
を
目
指

し
て
い
る
っ
岐
鼻
県
が
指
定

す
る
I
T
企
業
や
教
育
機
関

の
卒
菜
生
が
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー

ク
ス
を
利
用
し
た
揚
ム
‥
、
手

数
料
を
報
酬
総
額
の
川
％
か

ら
7
％
に
す
る
。
手
取
り
収

入
を
増
や
す
こ
と
で
、
I
T

人
材
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上

を

図

る

っ

　

　

　

　

　

　

▲

ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
ス
の
吉
－

田
浩
志
社
長
は
∵
ネ
ッ
ト
憎

の
力
で
雇
用
は
生
み
出
せ
一

る
」
と
語
り
、
他
の
地
方
自

治
体
と
の
提
携
拡
大
も
進
め

る
考
え
だ
。



5～7月単独70％増

スマホがけん引役に
如／之．ヂ、タ

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
が
7
日
発
表

し
た
2
0
1
2
年
5
～
7
月
期

単
独
決
露
は
、
税
引
き
利
益
が

前
年
同
期
比
7
0
％
増
の
3
億
4

2
0
0
万
円
だ
っ
た
。
5
～
7

月
期
と
し
て
過
去
愚
高
と
な

ス
マ
ホ
経
由
で
利
用
者
が
急
増

る
。
料
理
レ
シ
ピ
サ

イ
ト
で
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
（
高
機
能
携
帯

電
話
＝
ス
マ
ホ
）
経

由
の
利
用
者
数
が
急

増
。
広
告
要
塞
も
好

調
で
収
益
拡
大
に
寄

与
し
た
。

売
上
高
は
3
1
％
増
の
〓
億

円
。
料
理
レ
シ
ピ
サ
イ
ト
の
月

間
利
用
者
数
が
2
0
0
0
万
人

を
超
え
た
。
こ
の
う
ち
有
料
会

員
は
7
月
末
時
点
で
8
0
万
人
と

前
年
同
月
比
で
2
5
％
増
え
た
。

会
員
事
業
は
2
6
％
増
の
6
倍
8

1
0
0
万
円
だ
っ
た
。

け
ん
引
役
は
ス
マ
ホ
だ
。
ス

マ
ホ
の
ウ
ェ
ブ
経
由
の
レ
シ
ピ

サ
イ
ト
の
利
用
者
数
は
7
月
時

点
で
5
3
1
万
人
で
、
前
年
同

月
比
で
4
倍
礁
伸
び
た
し
ス
マ

ホ
を
使
っ
て
キ
ッ
チ
ン
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
い
ろ
ん
な
揚
面
で
献

立
を
考
え
ら
れ
る
点
が
支
持
さ

れ
て
い
る
。
一
か
ら
調
理
す
る

レ
シ
ピ
だ
け
で
な
く
、
ロ
ー
ソ

ン
商
品
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
好

調
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

と
の
連
携
も
奏
功
し
た
。

広
告
事
業
の
七
厘
上
前
は
3
9
％

増
の
4
億
2
0
0
C
万
円
り
利

用
者
数
の
拡
大
で
広
告
出
稿
を

す
る
企
菜
が
増
え
た
し
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端末販売と相乗効果狙う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
売
り

最
大
手
の
米
ア
マ
ゾ
ン
。
ド

ッ
ト
・
コ
ム
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
「
キ
ン
ド
ル
・
フ
ァ
イ

ア
」
の
販
売
に
力
を
注
い
で

い
る
。
6
日
に
は
現
行
製
品

を
1
5
9
㌦
（
約
1
万
2
5

0
0
円
）
に
値
卜
げ
す
る
と

と
も
に
、
商
精
細
な
液
晶
や

高
速
携
痛
感
話
サ
ー
ビ
ス

「
L
T
E
」
に
対
応
し
た
製

品
も
追
加
す
る
と
発
表
し

た
。
ア
マ
ゾ
ン
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
戟
随
を
探
っ
た
。

Q
　
キ
ン
ド
ル
・
フ
ァ
イ

ア
と
キ
ン
ド
ル
の
遊
い
は
。

朱
墨
妄
讐
還
ぎ
∵
芸
■
㍉
千
㌢
主
力
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
挙

が
少
な
く
て
も
、
そ
の
後
の
一

高
橋
細
液
晶
の
「
キ
ン
ド
ル
・
フ
ァ
イ
ア
H
D
」
は
1
9
9
㌦

か
ら
と
戦
時
的
な
価
格
に
（
6
日
、
ベ
ゾ
ス
C
E
O
V
＝
共
同

ほ
戊
．
用
凋
」

A
　
キ
ン
ド
ル
は
電
子
函

籍
を
読
む
た
め
の
専
用
端

末
。
電
子
ペ
ー
パ
ー
と
い
う

白
黒
の
垂
耶
装
置
を
搭
載
し

て
い
る
。
電
池
が
長
持
ち
し
、

明
る
い
屋
外
で
も
画
面
が
見

や
す
い
。
一
方
、
キ
ン
ド
ル

・
フ
ァ
イ
ア
は
カ
ラ
ー
液
晶

が
特
徴
だ
。
用
途
も
電
子
国

籍
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
閲
覧
や

ゲ
ー
ム
な
ど
と
広
い
。

Q
　
ア
マ
ゾ
ン
は
な
ぜ
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
注
力
す
る
の

か。
A
　
古
楽
や
映
画
な
ど
コ

ン
テ
ン
ツ
の
流
通
が
C
D
な

ど
の
従
来
型
の
「
メ
デ
ィ
ア
」

か
ら
ネ
ッ
ト
経
由
に
移
行
し

て
い
る
た
め
だ
。
霹
籍
で
は

「
あ
ら
ゆ
る
本
を
6
0
秒
以
内

に
届
け
る
一
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
成
功
し
た
。
自
社
の

コ
ン
テ
ン
ツ
販
売
サ
ー
ビ
ス

に
対
応
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

拡
販
し
、
他
の
分
野
で
も
同

様
の
効
晃
を
狙
っ
て
い
る
。

Q
　
米
ア
ッ
プ
ル
の
「
i

P
a
d
（
ア
イ
パ
ッ
ド
）
一

な
ど
と
比
べ
る
と
価
格
が
安

い
の
は
な
ぜ
か
っ

A
　
内
戚
カ
メ
ラ
を
少
な

く
す
る
な
ど
機
能
の
差
も
あ

る
が
、
戦
路
上
の
基
本
囁
勢

の
違
い
が
大
き
い
。
ア
マ
ゾ

ン
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
販
売
が

コ
ン
テ
ン
ツ
販
売
で
埋
め
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
考
え
だ
。

Q
　
キ
ン
ド
ル
・
フ
ァ
イ

ア
の
海
外
展
開
は
。

A
　
昨
年
発
売
し
た
製
品

は
米
国
だ
け
で
売
っ
た
っ
6

日
発
表
の
新
製
品
は
欧
州
で

も
売
る
が
、
日
本
へ
の
投
入

は
未
定
だ
。
ア
マ
ゾ
ン
は
コ

ン
テ
ン
ツ
販
売
で
収
益
を
稼

ぐ
方
針
。
出
版
会
社
や
レ
コ

ー
ド
会
社
な
ど
の
協
力
を
待

て
、
多
様
な
御
喝
子
コ
ン
テ
ン

ツ
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
発
売
す
る
条
作
と

み
ら
れ
て
い
る
。

（
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー‥

輿
平
和
打
）
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価格麿膵品数

家栄華を這≡

コンテンツ会社はあの事この事で
消爵者に配備の魔力を訴える
⑳パッケージソフト並みに国を拡充

◎コピー制限を解除しメーカーの
週う職鴇への自由な転送を許可

◎違法コンテンツと一線を画す
レヘルに音質や画質を向上

◎毎月一定額でコンテンツを

見放題・聞き放題に

違法性認識のダウンロード

懲役刑事罰金新設

音
楽
や
映
像
の
配
信
ビ
ジ
ネ
ス
が
転
換
点
を
迎
え
て

い
る
っ
適
法
な
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
罰
す
る
改
正
著
作
権

法
が
相
月
に
施
行
。
昏
繋
ソ
フ
ト
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ

会
社
が
攻
め
に
転
じ
る
動
き
が
相
次
ぎ
、
市
場
拡
大
を

見
越
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
も
登
場
し
て
き
た
。
伸
び
悩
む

日
本
の
配
信
市
場
は
離
陸
で
き
る
か
。

ア
ニ
メ
配
信
大
手
バ
ン
ダ

イ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
配
信
数
が

急
増
し
て
い
る
。
1
日
ま
で

の
累
計
配
倍
数
は
1
万
1
4

6
2
詰
と
な
り
、
7
月
か
ら

約
6
割
増
え
た
。
け
ん
引
役

は
グ
ル
ー
プ
以
外
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。
志

水
敬
社
長
は
「
こ
こ
に
来
て

様
々
な
企
菜
か
ら
作
品
を
配

倍
し
た
い
と
の
話
が
舞
い
込

む
よ
う
に
な
っ
た
菖
驚
く
。

画
配
信
大
事
H
u
l
u
（
フ

ー
ル
ー
）
も
状
況
は
同
じ
。

5
日
に
は
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
…

保
に
自
信
を
見
せ
る
。

コ
ピ
ー
制
限
撤
廃

違
法
コ
ピ
ー
を
懸
念
し
ネ

ッ
ト
配
信
に
消
極
的
だ
っ
た

コ
ン
テ
ン
ツ
会
社
が
襲
勢
を

変
え
て
い
る
。
藍
接
の
き
っ

か
け
は
違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
罰
則
強
化
だ
が
、
背
景
に

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
高
機

能
携
帯
電
話
）
の
普
及
な
ど

を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
と

の
焦
り
が
あ
る
。

消
詮
索
の
ネ
ッ
ト
接
触
時

勒
画
苦
楽

巌

＝

m
幽
闇
髄
園
1
8

m
鳳
。
9

0

　

　

0

　

　

0

0

　

　

0

0

　

　

0

2

　

　

1

間
は
増
え
て
い
る
の
に
、
吉

葉
を
含
め
た
国
内
配
信
市
場

は
こ
こ
数
年
、
2
5
0
0
億

円
前
後
で
停
滞
が
続
く
。
人

気
作
品
が
ネ
ッ
ト
に
流
れ

ず
、
利
用
者
が
増
え
な
い
悪

循
環
二
日
饗
で
は
ワ
ー
ナ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン

（
東
京
。
港
）
な
ど
の
大
手

が
「
今
こ
そ
リ
ス
ク
を
取
っ

て
配
信
の
将
来
性
に
懸
け
る

べ
き
だ
菖
l
］
を
そ
ろ
え
る
。

古
楽
大
手
が
消
密
書
の
心

を
つ
か
む
切
り
札
と
す
る
の

は
サ
ー
ビ
ス
の
質
だ
。
マ
ス

タ
ー
と
呼
ぶ
C
D
の
基
の
音

源
を
そ
の
ま
ま
ネ
ッ
ト
で
流

し
、
菜
曲
の
コ
ピ
ー
制
限
の

ヨ
ン
（
東
京
・
渋
谷
）
な
ど

と
提
携
し
、
日
本
の
作
品
提

供
元
を
1
5
社
に
増
や
し
た
。

日
本
法
人
の
パ
デ
ィ
。
マ
リ

ー
ニ
代
表
は
一
放
送
局
と
も

交
渉
中
一
と
コ
ン
テ
ン
ツ
確

撤
廃
に
も
乗
り
出
し
た
【
）
コ

ピ
ー
制
限
が
な
く
な
れ
ば
複

数
の
端
末
で
古
巣
フ
ァ
イ
ル

を
利
用
で
き
使
い
勝
手
が
増

す
。
ビ
ク
タ
ー
エ
ン
タ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
（
東
京
。
渋
谷
）

の
霜
田
英
男
氏
は
∵
正
規
配

信
な
ら
で
は
の
魅
力
を
追
求

し
た
い
一
と
話
す
。

日
本
が
停
滞
し
て
い
る
間

に
、
世
界
の
配
信
ビ
ジ
ネ
ス

は
進
化
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。
け
ん
引
役
は
米
ア
ッ
プ

ル
な
ど
の
大
手
配
信
会
社

だ
。
準
死
力
に
物
を
言
わ
せ

抵
抗
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
会
社

か
ら
人
気
作
品
を
引
き
出
し

コ
ピ
ー
制
限
も
撤
廃
。
サ
ー

ビ
ス
の
魅
力
と
使
い
勝
手
を

高
め
利
用
者
を
呼
び
込
ん

改
正
著
作
権
法
が
来
園
施
行

洋
画
な
ど
が
中
心
の
米
動
岬

遵
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
刑
事

罰
を
新
た
に
科
す
改
正
著
作
権

法
が
1
0
月
1
日
に
施
行
さ
れ

る
。
消
費
者
に
は
ど
ん
な
影
響

が
あ
る
の
か
。

G
　
罰
則
の
対
象
は
っ

A
　
違
法
な
配
信
と
知
っ
て

い
な
が
ら
、
著
作
権
者
の
許
諾

を
得
な
い
宙
菜
や
動
画
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
場
合
だ
。
友
人

の
メ
ー
ル
で
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
先
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
し
ま
う
な
ど
、
違
法
と
知
ら

ず
に
取
得
し
た
場
合
は
刑
罰
の

対
象
と
な
ら
な
い
。
後
か
ら
遜

法
と
知
っ
た
揚
合
も
罰
せ
ら
れ

な
い
。
利
用
者
が
事
前
に
違
法

だ
と
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は

裁
判
で
争
わ
れ
る
。
電
子
醤
籍

や
等
質
な
ど
音
楽
・
動
画
以
外

は
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
。

Q
　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
せ
ず
に

適
法
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
し
て

し
ま
う
揚
台
も
あ
る
が
。

A
　
著
作
権
位
霜
に
な
る
の

は
、
利
用
者
が
違
法
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
完
全
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
燭
台
だ
。
動
画
投
稲
サ
イ

ト
一
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
な
ど
ス

ト
リ
1
、
、
ン
グ
（
逐
次
再
生
）

と
呼
ぶ
方
式
の
サ
ー
ビ
ス
で
適

法
な
動
画
を
視
聴
し
て
も
罰
せ

ら
れ
な
い
。

Q
　
罰
則
の
内
容
は
。

A
　
2
年
以
卜
の
懲
役
ま
た

は
2
0
0
万
円
以
ド
の
罰
金
を

科
さ
れ
る
。
著
作
権
法
遥
反
で

起
訴
す
る
に
は
著
作
権
者
や
正

規
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
事
業

者
な
ど
被
害
を
受
け
た
側
の
告

訴
が
必
要
だ
。
米
国
は
著
作
権

者
ら
の
訴
え
が
な
く
て
も
起
訴

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
今

後
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
T
P
P
）
な
ど
で
同
様
の
制

度
の
導
入
が
協
議
さ
れ
る
可
能

性
は
あ
る
。

Q
　
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
遵
法

か
判
断
す
る
方
法
は
。

A
　
コ
ン
テ
ン
ツ
を
適
法
に

配
信
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
対

し
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
が
叫
エ

ル
マ
ー
ク
㍉
と
呼
ぶ
認
証
の
ロ

ゴ
を
付
与
し
て
い
る
■
し
配
信
サ

イ
ト
が
ロ
ゴ
を
取
得
し
て
い
る

か
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
。

利
用
者
は
1
0
0
0
万
人

コ
ン
テ
ン
ツ
会
社
も
配
信

収
入
の
増
加
と
と
も
に
ネ
ッ

ト
シ
フ
ト
を
加
速
。
大
手
以

外
の
配
信
会
社
で
も
作
鏡
を

調
達
し
や
す
く
な
り
、
新
興

勢
力
の
定
額
サ
ー
ビ
ス
の
台

頭
に
つ
な
が
っ
た
こ
円
楽
で

は
英
ス
ポ
ッ
テ
ィ
フ
ァ
イ
が

月
1
0
㌦
（
約
8
0
0
円
）
以

卜
で
1
8
0
0
万
曲
を
聴
き

放
題
に
し
て
1
0
0
0
万
人

以
上
の
利
用
者
を
狩
得
。
映

像
で
は
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス

が
昨
年
、
米
映
画
配
信
シ
ェ

ア
で
ア
ッ
プ
ル
を
抜
い
た
。

日
金
は
ま
だ
コ
ン
テ
ン
ツ

会
社
が
配
倍
へ
の
ア
レ
ル
ギ

ー
か
ら
よ
う
や
く
脱
し
た
段

階
だ
。
欧
米
に
な
ら
っ
て
定

額
で
使
い
放
題
の
サ
ー
ビ
ス

が
複
数
螢
均
し
て
き
た
が
、

料
金
は
月
1
0
0
0
円
以
上

で
作
品
数
も
少
な
い
。

消
費
者
に
訴
え
る
に
は
中

身
の
充
実
し
か
な
い
¢
バ
ン

ダ
イ
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
視
聴
者

数
も
1
年
前
か
ら
3
割
増
え

た
。
著
作
権
法
改
正
で
進
み

始
め
た
歩
み
を
止
め
な
い
こ

と
が
、
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ

産
業
が
本
格
的
な
配
信
時
代

を
迎
え
る
条
件
に
な
る
っ
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6000万人の会員を抱える「L t
NE」もゲームなどの配信奄始
めた（都内のイベントで）

「
6
0
0
0
万
人
に
ゲ
ー

ム
を
堅
冗
で
き
ま
す
よ
」
。

最
近
、
大
手
ゲ
ー
ム
会
社
を

無
料
通
話
ア
プ
リ
「
L
I
N

E
」
の
遜
営
会
社
N
H
N
ジ

ャ
パ
ン
（
憂
思
・
品
川
）
の

担
当
者
が
頻
繁
に
訪
れ
て
い

る
。
無
料
通
話
で
集
め
た
会

員
に
配
信
す
る
有
料
コ
ン
テ

ン
ツ
を
確
保
す
る
た
め
だ
。

森
川
露
社
長
は
「
近
い
将

来
、
音
楽
や
電
子
番
籍
な
ど

が
流
通
す
る
巨
大
な
配
信
基

盤
に
育
て
た
い
」
と
話
す
。

L
I
N
E
の
会
員
は
直
近
の

1
カ
月
間
で
約
1
0
0
0
万

人
増
え
た
。
日
本
だ
け
で
約

3
0
0
0
万
人
が
使
う
苛
み

を
生
か
し
、
今
夏
に
ゲ
ー
ム

な
ど
の
配
信
を
始
め
た
。
プ

レ
ー
料
金
や
ア
イ
テ
ム
販
売

の
決
済
を
代
行
し
、
推
定
で

売
り
上
げ
の
4
割
程
度
を
手

数
料
と
し
て
得
る
。

客
と
の
接
点
担
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
コ
ン

テ
ン
ツ
を
流
せ
ば
、
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト
な
ど
を
店
頭
で
売
る

の
と
比
べ
流
通
コ
ス
ト
を
大

幅
に
安
く
で
き
る
と
思
わ
れ

が
ち
だ
。
実
際
に
は
会
員
を

囲
い
込
ん
で
い
る
配
信
会
社

が
顧
客
と
の
接
点
を
担
い
、

利
用
上
看

〔］い＼．］

謬どフ　　　　　師

著
作
権
収
入

（」1い］芸
－
作
者

臣

」

最
近
、
配
信
市
域
で
攻
勢

を
か
け
て
い
る
の
が
携
帯
電

話
会
社
だ
ご
日
英
や
動
画
な

ど
で
矢
継
ぎ
早
に
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
、
N
T
T
ド
コ
モ
で

コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
を
担
当
す

る
前
田
嚢
晃
氏
は
「
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
そ

ろ
え
、
手
軽
に
安
く
楽
し
め

る
よ
う
に
す
る
」
と
話
す
。

一
定
料
金
で
多
様
な
コ
ン

テ
ン
ツ
を
楽
し
め
る
課
金
手

過
熱
蘭
る
「
元
締
め
」
争
齢

法
を
採
用
。

一
般
的
な
配

信
会
社
の
定

額
サ
ー
ビ
ス

米
ア
ッ
プ
ル
の
場
合
、
手
数

料
は
ソ
フ
ト
販
売
額
の
3
割

と
さ
れ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
商
機

コ
ン
テ
ン
ツ
会
社
か
ら
多
額
能
婆
冊
電
話
＝
ス
マ
ホ
）
の

の
手
数
料
を
取
っ
て
い
る
。
普
及
の
波
に
乗
り
、
写
真
の

共
有
な
ど
で
短
期
間
に
数
千

万
人
の
会
員
を
集
め
る
サ
ー

ビ
ス
が
増
え
て
き
た
。
本
業

は
無
料
で
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
の
二
冗
締
め
」
に
な
れ

ば
窮
め
た
会
員
が
収
益
を
生

む
。
交
流
ゲ
ー
ム
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
ゲ
ー
ム
）
で
3
0
0
0

万
人
以
上
の
会
員
を
巣
め
た

グ
リ
ー
も
ゲ
ー
ム
以
外
の
コ

ン
テ
ン
ツ
配
信
へ
の
参
入
を

視
野
に
入
れ
る
。

は
月
1
0
0
0
円
以
上
が
主

流
だ
が
、
数
千
万
件
の
顧
客

を
持
つ
強
み
を
生
か
し
て
数

百
円
に
抑
え
サ
ー
ビ
ス
の
普

及
を
図
る
。
K
D
D
I
も
6

月
に
始
め
た
苫
楽
聴
き
放
題

の
料
金
を
月
3
1
5
円
に
設

定
し
た
。

携
帯
会
社
と
組
む

元
締
め
の
塵
に
魅
力
を
感

じ
る
の
は
コ
ン
テ
ン
ツ
会
社

も
同
じ
。
エ
イ
ペ
ッ
ク
ス
・

グ
ル
ー
プ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
ド
コ
モ
な
ど
と
共
同

出
資
会
社
を
つ
く
り
、
音
楽

ビ
デ
オ
や
映
画
、
ド
ラ
マ
の

見
放
題
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
他
の
ソ
フ
ト
会
社

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
安

室
奈
美
恵
な
ど
を
含
む
約
5

0
0
0
点
の
動
画
を
用
意
、

契
約
者
数
は
7
月
末
に
2
0

0
万
人
を
突
破
し
た
。

従
来
型
の
携
帯
電
話
へ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
が
主
流
だ

っ
た
こ
ろ
、
市
場
を
牛
耳
っ

て
い
た
「
i
モ
ー
ド
」
の
ド

コ
モ
は
「
年
2
0
0
億
～
3

0
0
倍
円
の
手
数
料
収
入
を

得
て
い
た
い
　
（
携
滞
会
社
幹

部
）
と
い
う
。
ス
マ
ホ
時
代

に
な
り
、
市
域
の
拡
大
は
加

速
し
て
い
る
。
野
村
総
合
研

究
所
に
よ
る
と
2
0
1
1
年

度
か
ら
5
年
で
書
籍
や
動

画
、
交
流
ゲ
｝
ム
の
配
信
市

場
は
ほ
ぼ
2
倍
に
伸
び
る
。

独
占
で
き
れ
ば
元
締
め
が
得

る
宙
は
巨
大
だ
。

た
だ
今
の
市
域
は
だ
れ
で

も
ア
プ
リ
で
店
を
開
け
る
オ

ー
プ
ン
な
世
界
。
会
員
を
何

千
万
人
染
め
よ
う
と
、
別
の

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
れ

ば
す
ぐ
に
乗
り
換
え
ら
れ
て

し
ま
う
。
緊
張
感
を
伴
う
サ

ー
ビ
ス
競
争
が
消
費
者
の
利

便
性
を
高
め
、
配
信
市
場
の

活
性
化
を
促
す
。



皿∠4年）ヒク月：∠∪ヒゴー芥曜出J　　　　　⊥左土瓶　圃IU

委託料は1年で1曲誓h　配億会社の手数料
約15ドルのみ　敬を引いた敬が収入
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世界同時配信でヒットを生象れやすくする

◎・8支払い命勾配信　一・ダウンロード

一
雑
誌
に
描
い
て
み
ま
せ

ん
か
」
。
講
談
社
か
ら
突
然

の
誘
い
を
受
け
た
高
田
頒
子

さ
ん
（
2
7
）
は
7
月
、
漫
画

雑
誌
■
1
モ
ユ
ー
ン
グ
食
　
N

O
．
2
一
で
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
た
。
仕
事
の
傍
ら
電
子

番
措
配
信
サ
イ
ト
「
パ
ブ
ー
」

で
発
表
し
た
作
品
が
編
鮫
音

の
臼
に
留
ま
っ
た
の
だ
。

p
a
p
e
r
b
O
y
＆
C

O
．
（
ベ
ー
パ
ー
ボ
ー
イ
＆

コ
⊥
が
運
営
す
る
パ
ブ
ー

は
2
0
1
0
年
に
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
2
年
で
5
万
人
以
上

の
利
用
者
を
集
め
た
。
誰
で

も
小
説
や
絵
本
を
配
信
で

き
、
価
格
も
3
0
0
0
円
ま

で
の
範
囲
で
自
由
に
決
め
ら

れ
る
。
作
品
数
は
累
計
で
2

万
6
0
0
0
点
を
超
す
。

高
相
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
5

作
を
最
大
2
5
0
円
で
販
売

し
た
。
ひ
と
つ
は
3
万
5
0

0
0
件
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ

た
。
サ
イ
ト
に
は
読
者
が
感

想
を
固
さ
込
む
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
「
反
応
が
わ
か
る
の
で

創
作
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ

る
」
と
話
す
。

素
人
に
も
日
の
目

ネ
ッ
ト
ヒ
で
流
れ
て
い
る

の
は
プ
ロ
の
作
品
だ
け
で
は

な
い
。
動
画
サ
イ
ト
「
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
に
は
様
々
な
人

が
集
い
、
毎
秒
1
時
間
分
も

の
動
画
が
投
稿
さ
れ
る
。
素

人
で
も
頭
角
を
現
せ
ば
立
派

な
一
作
家
」
だ
。
中
に
は
投

稿
ペ
ー
ジ
の
広
告
収
入
で
生

計
を
立
て
て
い
る
人
も
い

る
′
U
運
営
会
杜
の
グ
ー
グ
ル

日
本
法
人
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
・

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
氏
は
一
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
平
均
年
収
を
超

え
る
人
も
少
な
く
な
い
一
と

語る。

米
国
で
は
最
近
、
こ
う
し

た
個
人
と
大
手
配
信
サ
イ
ト

を
結
び
つ
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
が

台
頭
し
て
い
る
。
米
チ
ュ
ー

ン
コ
ア
は
1
曲
的
1
5
㌦
（
約

1
2
0
0
円
）
の
委
託
料
を

払
う
だ
け
で
、
8
0
カ
国
以
上

へ
の
配
信
を
仲
介
す
る
。
委

託
額
は
素
人
で
も
プ
ロ
で
も

構
わ
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
約

7
0
万
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
約
2

0
0
万
曲
を
世
界
に
送
り
出

膵
家
が
歯
遠
海
変
わ
る
流
通

した、配
信
サ
イ

ト
へ
の
登

録
、
楽
曲
の

圏
田
爛
子
さ
ん
は
仕
率
の
か
た
わ
ら

自
宅
で
創
作
活
動
を
続
け
て
い
る

売
り
上
げ
の
入
金
口
座
の
申

請
と
い
っ
た
面
倒
な
手
続
き

を
自
動
化
し
て
す
べ
て
代

行
。
楽
曲
は
米
ア
ッ
プ
ル
や

英
ス
ポ
ッ
テ
ィ
フ
ァ
イ
な
ど

十
数
社
の
有
力
配
信
サ
イ
ト

で
流
れ
る
。
売
り
上
げ
か
ら

配
信
サ
イ
ト
の
販
売
手
数
料

を
引
い
た
収
益
は
す
べ
て
委

託
者
の
懐
に
入
る
。

そ
の
チ
ュ
ー
ン
コ
ア
が
今

秋
、
日
本
に
上
陸
し
て
く
る
。

日
本
法
人
の
野
田
威
一
郎
社

長
は
百
本
の
埋
も
れ
た
才

能
を
世
界
に
連
れ
出
す
．
と

意
気
込
む
。

出
版
社
を
介
さ
ず

コ
ン
テ
ン
ツ
を
出
版
社
や

苦
楽
会
社
が
取
り
ま
と
め
、

配
信
サ
イ
ト
が
販
売
す
る
流

通
構
造
に
変
化
の
兆
し
が
出

て
い
る
。
原
動
力
は
多
様
に

進
化
す
る
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

を
使
い
、
自
力
で
消
費
者
の

支
持
を
得
る
個
人
作
家
た
ち

だ
。
効
率
的
な
仕
組
み
を
求

め
、
プ
ロ
の
作
家
も
動
き
出

し
て
い
る
。

典
型
例
が
4
億
5
0
0
0

万
冊
を
販
売
し
た
六
リ
ー

・
ポ
ッ
ク
ー
」
シ
リ
ー
ズ
の

J
・
K
・
ロ
ー
リ
ン
グ
氏
。

白
ら
竃
千
番
店
一
ポ
ッ
ク
ー

モ
ア
二
世
開
設
し
て
価
格
な

ど
を
白
由
に
決
め
て
い
る
。

米
ア
マ
ソ
ン
。
ド
ッ
ト
・
コ

ム
な
ど
の
配
倍
サ
イ
ト
に
は

同
氏
の
作
品
を
紹
介
す
る
ペ

ー
ジ
し
か
な
い
t
日
本
で
も

、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
に
よ

ろ
し
く
」
で
知
ら
れ
る
漫
画

家
の
佐
藤
秀
瞭
さ
ん
が
自
分

で
開
い
た
電
子
容
餌
で
作
品

を
配
信
し
て
い
る
り

違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
罰

則
導
入
な
ど
を
き
っ
か
け

に
、
よ
う
や
く
停
滞
か
ら
脱

し
っ
つ
あ
る
日
点
の
配
信
市

野
流
通
の
効
率
が
高
ま
れ

ば
消
費
者
の
支
持
も
得
や
す

く
な
る
。
ネ
ッ
ト
の
進
化
に

合
わ
せ
た
事
業
モ
デ
ル
の
模

索
が
成
長
を
加
速
さ
せ
る
〔

高
日
学
也
、
杯
英
樹
、
秦
野

…
日
が
即
当
し
ま
し
た
。
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電子書籍苛酷隊
小学館、来月から

を籍（三
殆化80着甫力ヽ
めし作綾学

嘉星雲嘉琵
義金ヽノ全日
し実家単　ヽ
たの電独作

品整毒芳雷
円価で一約－
（格に10

濁韓雲
も信年
5　す　6

絵
本
の

蜃
迅

南
口
ロロ

を
哲璽竿

麺惑‾

刺繍拉′8焉皇

、‾－

ブ
ッ
ク
オ
フ

F

鏑
紺
摘
磐
詣
踊

作
品
の
復
膏
電
子
化
賢

㍍
謂
謂
絹

相
月
は
目
通
り
「
氷
点
（
上

・
葦
」
「
遜
雲
上
羊
）
」
‥

濠
配
信
す
薫

「
三
浦
綾
宇
電
子
全
集
」

ば
小
学
館
創
業
9
0
周
年
、
三

浦
綾
子
生
誕
9
0
周
年
記
念
事

業
と
し
て
展
開
す
る
。
轟
旦

ブ
ッ
ク
オ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
1
4
日
、
幼
児
河
野

の
鷹
番
や
優
り
絵
な
ど
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
h
P

B
≠
白
主
企
画
）
菅
笠
轟

売
す
る
。
絵
本
な
ど
は
汚
れ

や
破
層
の
た
め
に
買
い
啓

で
嘗
な
い
こ
と
が
多
く
、
商

品
が
不
足
し
て
い
た
。
幼
児

向
け
P
B
挙
2
0
1
6
年
3

月
期
ま
で
に
1
0
0
種
類
に

増
や
し
、
子
育
て
世
代
を
顧

客
に
取
り
込
む
。

第
1
弾
と
し
て
、
け
タ
イ

ト
ル
の
絵
本
を
発
売
す
る
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
K
I
D
S
（
東

京
。
港
）
な
ど
が
手
掛
け
る

「
B
e
絵
茶
大
賞
」
の
受
渡

作
中
心
に
遣
れ
ぞ
れ
3
千
冊

を
発
行
し
、
席
格
は
5
針
0

円

。

　

シ

紅
麹
紹
絹

や
流
水
墾
界
な
ど
全
国
3
5

0
店
程
度
で
扱
い
、
通
販
サ

イ
ト
「
プ
丹
ク
オ
フ
オ
ン
ラ

イ
ン
」
で
あ
販
売
す
る
。
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電子書籍で配信
行政や医療讐撃や

ヤて、無料でダウンロード

神
奈
川
県
横
須
賀
市
は
地

域
情
報
誌
で
電
ヱ
慈
母
版
の

配
信
を
始
め
た
。
行
政
や
医

療
の
情
報
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
（
多
機
能
糀
帯
端
末
）
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
高
機
能

挽
符
電
話
）
か
ら
手
軽
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
電
子

霹
棺
の
普
及
に
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
提
供
で
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
げ
る
。
市

甘
、
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続
し

地
域
情
報
譲
二
よ
こ
す
か

市
民
便
利
帳
」
の
配
信
を
始

め
た
。
1
6
8
ぺ
叫
の
冊
子
で
、

市
役
所
の
手
続
き
方
法
や
医

療
機
関
の
紹
介
、
観
光
情
報

な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
電
子
番
籍
版
は
情
報
誌

発
行
の
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
協

力
し
た
。
電
子
版
の
独
白
機

能
と
し
て
語
句
検
索
機
能
を

備
え
た
。
ペ
ー
ジ
に
表
示
し

た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
電
話

番
号
を
ワ
ン
タ
ッ
チ
す
る

と
、
メ
ー
ル
起
朗
や
電
話
発

信
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
っ

県
内
で
は
座
間
市
が
地
域

晒
報
誌
、
平
塚
直
が
広
報
誌

の
電
子
薔
搭
板
を
提
供
し
て

いる。
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
高
機

能
携
帯
電
話
＝
ス
マ
ホ
）
を

通
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
が
急
成
長
し
て
い
る
。
総

務
省
の
調
査
で
は
市
場
規
模

は
2
C
1
2
年
に
1
兆
円
を

突
破
す
る
見
通
し
。
専
業
の

み
な
ら
ず
、
異
業
種
も
商
機

を
兄
い
だ
す
。
ス
マ
ホ
の
特

性
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
え
る
可
能

性
を
秘
め
る
。

I
「
画
像
の
拡
大
は
簡
単
7
」

三
の
桟
能
は
分
か
り
に
く

い
よ
一
。
会
議
室
で
6
人
の

男
女
が
ス
マ
ホ
を
片
手
に
議

論
を
交
わ
す
。
衣
料
品
通
販

で
1
0
～
2
0
代
の
女
性
を
中
心

に
1
2
0
万
人
の
会
員
を
抱

え
る
夢
展
望
（
大
阪
府
池
田

市
）
。
会
議
の
テ
ー
マ
は
ス

マ
ホ
向
け
サ
イ
ト
の
改
良

だ。販
売
比
率
5
割
超

彗
竃
話
の
ネ
ッ
ト
通
販

が
主
力
の
同
社
は
1
0
年
後
半

か
ら
、
い
ち
早
く
ス
マ
ホ
に

ス
マ
ホ
向
け
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
る
夢
展
望
の
担
当
チ
ー
ム
（
人

阪
府
池
川
市
）

年
版
「
情
報
通
倍
白
露
」
で

は
、
ス
マ
ホ
通
販
の
市
場
規

模
は
1
兆
3
1
億
円
と
、
す
で

に
ネ
ッ
ト
通
販
の
1
割
を
占

め
る
計
算
だ
。

ネ
ッ
ト
通
販
の
中
心
客
層

は
2
0
～
4
0
代
と
さ
れ
て
き

た
っ
ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
。
グ
ル
ー
プ
の
市

井
茂
樹
シ
ニ
ア
。
パ
ー
ト
ナ

ー
は
「
ス
マ
ホ
の
登
場
で
、

尊
軽
さ
鰻
轟
顧
客
層
拡
衆
パ
ソ
コ
ン
と

縁
遠
か
っ
た

1
0
代
や
シ
ニ

今
年
、
瑠
兆
円
市
場
臆

対
応
。
自
分
の
写
箆
と
商
品

画
像
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

楽
し
め
る
ア
プ
リ
や
、
動
画

を
使
っ
た
商
品
紹
介
な
ど
新

サ
ー
ビ
ス
を
磁
極
的
に
軍
人

し
て
き
た
。
ス
マ
ホ
罷
由
の

販
売
比
率
は
5
割
超
、
来
年

は
9
割
へ
引
き
と
げ
る
。
1
2

年
9
月
期
は
最
高
益
を
更
新

す
る
見
込
み
だ
。

ス
マ
ホ
が
ネ
ッ
ト
通
販
の

新
た
な
戦
損
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
高
精
細
の
大
画
面
、
直

感
的
な
操
作
と
い
っ
た
特
徴

に
よ
り
、
消
費
者
は
パ
ソ
コ

ン
と
同
じ
よ
う
に
商
品
の
確

認
や
決
済
を
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
時
や
場
所

を
選
ば
ず
に
利
用
で
き
る
携

膚
の
強
み
を
併
せ
持
ち
、
「
ス

マ
ホ
は
ネ
ッ
ト
通
販
の
窓
口

と
し
て
鼠
適
」
　
（
夢
展
甥
の

岡
隆
宏
社
長
）
ゥ

各
種
調
査
で
は
ス
マ
ホ
の

普
及
率
は
2
～
3
割
と
推
測

さ
れ
る
。
だ
が
総
務
省
の
1
2

ア
闇
も
開
拓

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
と

指
摘
す
る
。
各
社
に
よ
る
と
、

ス
マ
ホ
経
由
の
利
用
者
は
サ

イ
ト
滞
在
時
間
が
従
来
型
の

携
帯
に
比
べ
2
～
3
倍
長

い
。
ア
プ
リ
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
も
ら
え
ば
、
ウ
ェ
ブ
広

蕾
な
ど
の
販
促
費
を
削
れ
る

と
い
う
利
点
も
あ
る
っ

資
金
や
人
材
集
中

「
3
【
　
年
以
内
に
ス
マ
ホ
経

由
の
流
通
額
が
5
0
％
を
超
え

る
㌦
莫
大
の
三
木
谷
浩
史

社
長
は
こ
う
予
測
す
る
。
ヤ

フ
ー
の
宮
坂
学
社
長
は
「
ス

マ
ホ
フ
ァ
ー
ス
ト
で
や
る
」

と
話
す
よ
う
に
ス
マ
ホ
利
用

者
の
取
り
込
み
は
〈
′
や
各
社

の
優
先
讃
題
だ
。
両
社
は
ス

マ
ホ
で
購
入
す
る
と
通
常
の

3
～
5
倍
の
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
優
遇
策
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
強
化
に
し
の
ぎ
を
削

る
。
大
手
は
ア
プ
リ
開
発
や

ス
マ
ホ
用
サ
イ
ト
の
改
良
に

預
金
や
人
材
を
集
中
す
る
。

ソ
J
ン
ヤ
ル
ゲ
ー
ム
へ
交

流
ゲ
ー
ム
）
大
手
の
デ
ィ
ー

・
エ
ヌ
・
エ
ー
（
D
e
N
A
）

も
期
待
を
か
け
る
。
通
販
事

菜
百
ッ
ダ
ー
ズ
一
で
は
1
2

年
3
月
期
の
取
扱
高
が
4
2

5
億
円
と
楽
天
な
ど
に
水
を

あ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
〝
本

拠
地
〟
は
携
帯
電
話
。
ヤ
ス

マ
ホ
シ
フ
ト
を
急
ぎ
、
本
来

の
強
み
を
生
か
す
」
　
（
中
島

琴
ソ
ヨ
ツ
ビ
ン
グ
統
括
部

長
）
方
針
だ
。

加
盟
店
向
け
に
は
ス
マ
ホ

を
活
用
し
た
販
促
策
を
提
案

す
る
ほ
か
、
7
月
末
に
は
西

友
と
提
携
し
、
来
春
に
は
新

し
い
通
販
サ
イ
ト
の
立
ち
上

げ
や
相
互
送
零
の
取
り
組
み

を
本
格
化
さ
せ
る
。

米
ア
ッ
プ
ル
の
i
P
h
O

n
e
（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
の

日
本
発
売
か
ら
わ
ず
か
4

年
J
急
成
長
す
る
ス
マ
ホ
通

販
だ
が
、
覇
権
の
行
方
は
ま

だ
流
動
的
だ
。
各
社
の
競
争

は
激
し
さ
を
増
す
（
∵
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スマホを狙え一下

イオンはスマホ経由のサー
ビス利用に狙いを定める
（千葉ピーミ船橋市の情割け

－　－　　　　　　－

休
日
に
イ
オ
ン
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
S
C
）

を
訪
れ
た
家
族
連
れ
。
専
門

店
で
撃
つ
予
定
だ
っ
た
子
ど

も
服
は
あ
い
に
く
在
棒
切
れ

だ
。
だ
が
店
員
は
「
お
持
ち

の
ス
マ
ホ
で
注
文
頂
け
れ

ば
、
明
日
に
届
き
ま
す
」
。

同
社
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

高
校
能
聖
篭
話
＝
ス
マ

ホ
）
通
販
サ
イ
ト
で
は
買
い

物
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
店

舗
と
の
相
互
利
用
も
で
き

る
。
家
族
は
暇
人
を
決
め
た

実
店
舗
と
連
動

9
月
上
旬
、
イ
ン
タ
！
ネ

ッ
ト
通
販
の
本
格
強
化
に
乗

り
だ
し
た
イ
オ
ン
。
ス
マ
ホ

を
軸
に
実
店
舗
と
ネ
ッ
ト
が

連
動
し
た
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス

を
構
想
す
る
。
ス
マ
ホ
の
普

及
で
消
費
者
は
リ
ア
ル
と
ネ

ッ
ト
を
容
易
に
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
実
店
舗
で

商
品
を
触
っ
た
後
に
割
安
な

る
一
と
話
す
。

消
費
者
が
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
」
ネ
ッ
ト
通
販
を

利
用
で
き
る
環
境
を
築
き
つ

つ
あ
る
ス
マ
ホ
む
そ
の
普
及

を
機
に
、
業
界
の
外
か
ら
ネ

ッ
ト
通
販
へ
の
参
入
が
再
び

治
発
化
し
て
い
る
。
ス
マ
ホ

の
技
術
と
本
業
で
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ
、

板
の
ら
で
い
つ
し
ゆ
ぽ
ー
や

や
タ
ワ
ー
レ
コ
ー
ド
（
東
京

・
渋
谷
）
な
ど
を
子
会
社
に

し
た
ゥ
年
内
に
ス
マ
ホ
向
け

サ
イ
ト
　
d
マ
ー
ケ
ッ
ト
一

で
食
品
や
健
康
機
器
な
ど
の

墜
死
を
始
め
る
。

一
括
決
済
に
強
み

自
社
技
術
を
生
か
せ
る
と

新
た
な
利
便
性
職
場
創
る

み
て
い
る
の

は
、
決
済
面

通
販
事
業
者
で
も
利
用
で
き

る
t
ヤ
フ
ー
の
ス
マ
ホ
通
販

で
は
キ
ャ
リ
ア
決
済
の
利
用

額
が
9
月
に
入
り
前
月
比
1

・
6
倍
で
推
移
す
る
（
〉
導
入

が
広
が
れ
ば
粥
荷
電
話
各
社

に
と
っ
て
手
数
料
ビ
ジ
ネ
ス

の
う
ま
み
も
大
き
い
U
ド
コ

モ
の
中
山
俊
樹
執
行
役
員
は

「
総
合
I
T
（
倍
額
技
術
）

サ
ー
ビ
ス
企
業
に
脱
皮
す
る

チ
ャ
ン
ス
」
と
語
る
（
、

で
の
利
便
性
　
カ
タ
ロ
グ
通
販
の
千
趣
会

通
販
サ
イ
ト
で
購
入
す
る

「
シ
ョ
ー
ル
ー
ミ
ン
グ
」
は

典
型
だ
が
、
逆
に
小
売
り
側

が
消
蟄
著
を
つ
な
ぎ
留
め
る

ツ
ー
ル
と
し
て
括
用
で
き
る

と
み
る
。

強
み
は
年
間
延
べ
2
0
億
人

分
に
上
る
閑
人
客
や
、
約
2

1
0
0
万
枚
の
カ
ー
ド
会
員

の
デ
ー
タ
だ
。
P
O
S
（
販

売
時
点
情
報
管
理
）
や
顧
客

属
性
を
分
析
し
、
会
員
別
に

特
典
や
商
品
情
報
を
提
供
す

る
計
画
だ
。
提
携
先
も
含
め

約
7
0
0
人
の
担
当
省
が
シ

ス
テ
ム
構
築
な
ど
轟
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
る
。
小
玉
毅
・
E

コ
マ
ー
ス
事
業
最
高
経
営
調

任
者
は
「
ネ
ッ
ト
通
販
で
は

出
遅
れ
た
が
、
ス
マ
ホ
に
経

営
資
源
を
集
中
し
て
挽
回
す

消
費
者
に
新
た
な
利
便
性
を

提
供
で
き
れ
ば
、
顧
客
を
開

拓
で
き
る
と
も
く
ろ
む
。

「
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・

コ
ム
の
よ
う
な
存
在
を
目
指

す
」
く
さ
。
N
T
T
ド
コ
モ

の
加
藤
蔚
社
長
は
今
夏
、
こ

う
発
言
し
て
話
題
を
奨
め

た
。
同
社
は
今
年
、
野
菜
通

だ
。
ス
マ
ホ
は
A
R
（
拡
張
現
実
）
托
術

で
は
通
信
料
な
ど
と
商
品
の
を
使
い
、
ス
マ
ホ
と
カ
タ
ロ

購
入
代
金
を
合
算
し
て
支
払
グ
を
連
携
さ
せ
た
新
た
な
販

う
「
キ
ャ
リ
ア
決
済
一
が
可
促
手
法
の
軍
人
を
計
画
す

能
。
カ
ー
ド
番
号
の
入
力
や
る
。
ス
マ
ホ
を
衣
料
品
な
ど

振
り
込
み
な
ど
の
手
間
を
告
掲
載
商
品
の
専
用
マ
ー
ク
に

け
る
。
移
動
中
な
ど
短
い
時
か
ざ
す
と
商
品
の
動
画
が
開

聞
に
利
用
さ
れ
る
ス
マ
ホ
通
覧
で
き
、
そ
の
ま
ま
購
入
も

販
と
の
相
性
は
良
い
。
　
　
で
き
る
仕
組
み
だ
。
5
月
に

キ
ャ
リ
ア
決
済
は
一
般
の
は
チ
ラ
シ
を
使
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
実
験
し
た
。

ネ
ッ
ト
通
販
に
力
を
入
れ

る
千
趣
会
だ
が
一
雑
誌
の
よ

う
に
楽
し
み
な
が
ら
商
品
を

探
せ
る
カ
タ
ロ
グ
の
霜
雪
は

依
然
と
し
て
あ
る
㌦
ス
マ

ホ
の
技
術
を
使
い
、
カ
タ
ロ

グ
の
良
さ
を
残
し
っ
つ
、
写

質
で
は
伝
え
き
れ
な
い
質
感

や
商
品
特
性
を
訴
求
し
て
い

く
考
え
だ
。

ネ
ッ
ト
通
販
菜
界
は
ア
マ

ゾ
ン
と
菜
天
の
2
強
体
制
が

固
ま
っ
た
か
に
み
え
た
。
だ

が
ス
マ
ホ
の
驚
場
で
、
雫
業

モ
デ
ル
が
変
革
さ
れ
る
可
能

性
が
広
が
り
、
2
張
に
追
い

つ
こ
う
と
他
社
も
再
び
動
き

始
め
た
。
新
し
い
兢
争
が
市

場
の
拡
大
を
加
速
さ
せ
て
い

く。
河
野
柁
ヤ
が
わ
叱
，
し
ま
し

た■】



米グーグルと栄アップルの日本でのコ

ンテンツサービスとタブレットの比較

グーグル ll－仙 ��アップル 

サービスの二グーブルプレイ 三名称 ��アイチューンズ 

青菜　×（…で ��⊂）〔2600万三 H　▼　　はサービスlH ��曲以上）； 

き　映　画 �○（1000作 �○（2500府 
品以上） �品以上） 

巨 ．宙籍 �ヨ iO（2511に �×（拝啓は壷 

サービス閲始） �閲読可）　∃ 

アプリ � �C〉（70万本） 　」 
2 き（ゲ－ム、S �毒○（60万本） 

…NSなど）i 

．タブレット �ネクサス7 �iPad 

の商品名 ��（アイパッド） 　　　　l 

≡価格（メモ …リー容量） ト－．・・・．・・一一一一 �；1万9800円 （16GB） �4万2800円 （16GB） 

重　さ 」，〟＿＿－▼ �…　340露 �652殉． 

三
≡
ニ
ー
一
声
こ
す
≒
㍉
；
二
重
≒
捏

字
手
蔓
■
‥
葺
へ
雪
子

米
グ
ー
グ
ル
は
新
型
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機
能
惣
冊
端
末
〓
ネ
ク
サ
ス
7
（
セ
ブ
ン
二

を
日
本
で
発
売
す
る
と
発
表
し
た
。
価
格
は
1
万
9
8
0
0
円
と
、
先
行
す
る
米
ア
ッ

プ
ル
の
「
i
P
a
d
（
ア
イ
パ
ッ
ド
）
」
の
半
額
以
卜
▲
電
子
書
籍
配
倍
を
始
め
る
な

ど
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
も
拡
充
す
る
。
エ
リ
ッ
ク
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
会
長
は
六
－
ド
と
ソ

フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
可
能
に
な
る
世
界
を
示
す
」
と
語
り
、
端
末
価
格
を
抑
え
、
サ

ー
ビ
ス
で
稼
ぐ
戦
略
で
日
本
市
域
を
開
拓
す
る
。

都
内
で
記
者
会
見
し
た
シ

ュ
ミ
ッ
ト
会
長
は
ゴ
ン
テ

ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
デ

バ
イ
ス
で
も
継
ぎ
目
な
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と

ネ
ク
サ
ス
7
に
託
し
た
役
割

を
説
明
し
た
。
新
端
末
で
コ

ン
テ
ン
ツ
配
信
や
検
索
な
ど

グ
ー
グ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
養
増
や
し
、
最
大
の
収

益
源
で
あ
る
ネ
ッ
ト
広
告
の

強
化
に
つ
な
げ
る
。

ネ
ク
サ
ス
7
は
基
本
ソ
フ

ト
（
O
S
）
に
同
社
の
一
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
」
最
新
版
を
搭

載
。
画
面
は
7
打
く
重
塁
は

3
4
0
堵
と
ア
イ
パ
ッ
ド
よ

り
一
回
り
小
さ
い
。
同
社
の

ネ
ッ
ト
直
販
サ
イ
ト
で
2
5
日

か
ら
販
売
す
る
ほ
か
、
1
0
月

2
日
か
ら
は
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ

や
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
な
ど
の

店
頭
で
も
販
売
す
る
。

日
本
で
は
内
蔵
メ
モ
リ
ー

容
盟
が
1
6
㌔
噂
の
1
機
種
を

販
売
す
る
。
価
格
は
1
万
9

8
0
0
円
と
し
た
。
ア
イ
パ

ッ
ド
（
4
万
2
8
0
0
円
か

ら
）
、
ソ
ニ
ー
の
「
エ
ク
ス

ぺ
リ
ア
タ
ブ
レ
ッ
ト
伽
　
（
3

万
9
8
0
0
円
か
ら
）
な
ど

に
比
べ
て
価
格
を
低
く
抑
え

利
用
者
を
増
や
す
。

コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
サ
ー
ビ

ス
「
グ
ー
グ
ル
プ
レ
イ
」
も

拡
充
し
、
新
た
に
電
子
畜
籍

配
信
を
始
め
た
。
日
本
語
の

電
子
番
摺
数
は
非
公
表
だ
が

角
川
グ
ル
ー
プ
や
P
H
P
研

究
所
、
主
婦
の
友
社
な
ど
の

電
子
密
籍
を
配
信
す
る
。
す

で
に
1
0
0
0
タ
イ
ト
ル
以

上
を
提
供
す
る
映
画
で
も
ソ

ニ
ー
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
作
品

を
加
え
た
。

端
末
と
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
一
体
で
提
供
す

る
の
は
ア
ッ
プ
ル
と
グ
ー
グ

ル
に
共
通
す
る
戦
略
。
異
な

る
の
は
ア
ッ
プ
ル
が
配
信
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
端
末

を
自
社
製
品
に
限
定
す
る
の

に
対
し
、
グ
ー
グ
ル
は
配
倍

サ
ー
ビ
ス
を
他
メ
ー
カ
ー
の

製
品
に
開
放
す
る
点
だ
。

グ
ー
グ
ル
の
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
O
S
を
搭
哉
す
る
端
末
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
高
機
能

税
務
電
話
＝
ス
マ
ホ
）
で
は

優
位
に
立
つ
ハ
・
調
査
会
社
の

米
I
D
C
に
よ
る
2
0
1
2

年
の
ス
マ
ホ
の
O
S
別
シ
ェ

ア
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
端
末
が

引
㌔
と
ア
ッ
プ
ル
の
i
O
S

を
搭
敢
す
る
T
I
P
h
C
n

e
（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
」
の

2
0
．
5
％
を
上
回
る
。

た
だ
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
は
i

O
S
が
6
2
・
5
％
、
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
が
3
6
．
5
％
。
グ
ー

グ
ル
は
円
本
に
続
き
韓
国
で

も
ネ
ク
サ
ス
7
を
発
売
す
る

見
通
し
。
ネ
ク
サ
ス
7
を
テ

コ
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
ア
ッ

プ
ル
を
追
う
．
り

国
内
勢
戦
略
転
換
迫
ら
鈍
る

米
グ
ー
グ
ル
が
日
本
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
（
多
機
能
望
付
端

新
タ
ブ
レ
ッ
ト
瑞
未
発
売
を
党
褒
す
る
シ
ュ

ミ
ッ
ト
会
長
（
2
5
日
、
東
京
都
港
区
）

末
）
市
場
に
参
入
し
た
こ
と

で
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は
戦
略

転
換
を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

ソ
ニ
ー
や
東
芝
な
ど
国
内

各
社
も
グ
ー
グ
ル
が
開
発
し

た
基
本
ソ
フ
ト
へ
O
S
）
「
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
」
を
搭
哉
し
た

端
末
を
手
が
け
て
い
る
。
グ

ー
グ
ル
自
ら
が
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
に
最
適
化
し
た
端
末
を
低

価
格
で
日
本
市
場
に
投
入
し

た
打
撃
は
大
き
い
。

グ
ー
グ
ル
は
O
S
や
コ
ン

テ
ン
ツ
配
信
と
い
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
事
業
戦
略
の
軸
に
据

え
、
端
末
は
事
業
拡
大
の
た

め
の
「
販
促
ツ
ー
ル
　
と
の

位
置
付
け
。
グ
ー
グ
ル
幹
部

は
「
端
末
で
利
益
を
出
す
つ

も
り
は
な
い
」
と
話
す
。

こ
れ
に
対
し
日
本
勢
は

「
ハ
ー
ド
の
み
で
収
益
を
あ

げ
る
必
要
が
あ
る
た
め
割
高

に
な
る
」
　
（
調
査
機
関
の
ア

ナ
リ
ス
ト
）
、
ハ
ー
ド
と
サ

ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
モ

デ
ル
の
確
立
で
も
ア
ッ
プ
ル

に
先
行
さ
れ
た
。

米
国
で
は
米
ア
マ
ゾ
ン
も

自
社
の
電
子
裔
鋳
配
信
や
ネ
▲

′いりい、l〕‥）－一、仙川‥－－胴－P■闇l〉hづl一l－山廟－心≠叩叫h■＼十川1－1い．‥「一′－■一1－‥‥‥hl■ト‥、い・い■「‥■■－、ll＼「lW－ハト、‥いいl‥い叫‥‥‥

（
口
彗
宅
）
m
u
〇
八
l
川
町
m
u
【
蛭
完
軍
抹
一
＝
Ⅳ
“
刊
T
O
N
パ

日
本
勢
は
ハ
ー
ド
だ
け
で
な

く
独
白
サ
ー
ビ
ス
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
端
末
の
付

加
価
値
向
上
を
は
か
る
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。

ッ
ト
商
取
引
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
を
増
や
す
た
め
、
低
価

格
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
投

入
し
て
い
る
。
今
後
目
茶
で

も
こ
の
手
法
を
広
げ
て
い
く

と
み
ら
れ
る
。

巻
き
返
し
を
図
り
独
白
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
動
き
も

出
始
め
た
。
ソ
ニ
ー
は
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
搭
載
の
全
て
の
ス

マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
利
用

で
き
る
淀
額
制
の
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
方
式
の
音
楽
配
信
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
。
1
0
月
か
ら

は
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
配
信
サ

ー
ビ
ス
も
始
め
る
予
定
だ
。

ハ
ー
ド
と
サ
ー
ビ
ス
の
双
方

で
収
益
を
得
ら
れ
る
仕
組
み

作
り
を
急
ぐ
。

今
後
は
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
」

O
S
を
手
が
け
る
米
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
の
自
社
製
タ
プ
レ

／
／

ノ

r
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「若者帝壌」習存在感

若年層が中心とみられて重た
サービスでも中高年が台預

カラオケボックスの利用客

2011年の65歳以上の利用客比率は

14．0％。5年前に比べて3．3弊上昇

フィットネスクラブの会員

セントラルスポーツでは12年3月

期の60代以上の割合が3分の1に

東京ディズニーリゾートの来園者

40歳以上の比率が18．6％（12年3

月期）。5年前比2．4雪子高まる

コンビニの来店客

セブンイレブンでは40歳以上が全
体の48％（2011年）と、半数に迫る

三
三
二
妄
言
≡
雲
蝉

消
費
市
揚
で
シ
ニ
ア
を
中

心
と
し
た
中
高
年
の
存
在
感

が
高
ま
っ
て
い
る
。
大
手
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は

5
0
代
以
上
の
来
店
客
数
が
近

く
2
0
代
以
下
を
上
回
る
見
通

し
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
若

者
が
主
役
だ
っ
た
市
場
の
利

用
者
数
も
中
高
年
層
が
逆
転

す
る
例
が
目
立
つ
。
6
0
歳
以

上
の
消
蟄
支
出
は
2
0
1
1

年
に
1
0
0
兆
円
を
超
え
た

と
み
ら
れ
る
。
企
業
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
転
換
を
迫
ら

れ
て
い
る
。

セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
の
調
査
で
は
、
‖
年

の
5
0
歳
以
上
の
来
店
客
比
率

は
3
1
％
と
、
0
9
年
比
3
措
上

昇
し
た
。
2
9
歳
以
下
は
3
3
％

だ
が
麗
災
後
に
コ
ン
ビ
ニ
を

ス
ー
パ
ー
代
わ
り
に
使
う
中

高
年
層
が
増
え
て
お
り
、
「
早

期
に
5
0
代
以
上
が
2
0
代
以
ト

を
抜
き
そ
う
」
と
い
う
。
同

社
は
少
盃
の
総
菜
や
和
菓
子

な
ど
を
拡
充
。
冷
蔵
和
桑
子

の
購
入
者
の
4
割
は
5
0
代
以

上
で
、
1
2
年
の
売
上
高
は
前

年
比
2
倍
で
推
移
す
る
。

ネ
ッ
ト
通
販
で
は
中
高
年

の
注
文
が
増
加
中
だ
。
ヤ
フ

ー
の
6
月
の
ネ
ッ
ト
通
販
売

上
高
に
占
め
る
5
0
代
以
上
の

割
合
は
1
4
・
5
％
で
前
年
同

月
比
0
。
9
繹
上
昇
。
1
4
・

2
％
の
2
0
代
を
逆
転
し
た
っ

サ
ー
ビ
ス
消
史
も
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
シ
ニ
ア
が
主
役
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル

ス
ポ
ー
ツ
で
は
1
2
年
3
月
期

の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
会
員
数
に

占
め
る
6
0
代
以
上
だ
け
で
も

3
3
％
。
5
0
代
以
上
で
み
る
と
、

5
1
．
1
％
と
初
め
て
過
半
を

占
め
た
。
海
外
旅
行
で
は
6
0

歳
以
上
の
割
合
が
‖
年
で
1
9

・
1
％
で
、
5
年
前
か
ら
3

持
し
昇
。
男
性
客
で
み
る
と

1
9
．
5
％
で
2
9
歳
以
ド
（
1
7

・
7
％
）
を
上
回
る
。

企
業
の
看
板
商
品
も
入
れ

替
わ
り
始
め
た
。
ユ
ニ
・
チ

ャ
ー
ム
は
1
2
年
3
月
期
に
大

人
用
紙
お
む
つ
の
売
上
露
が

前
期
比
1
0
％
伸
び
て
8
0
0

億
円
碇
と
な
り
、
乳
幼
児
里

を
初
め
て
上
回
っ
た
も
よ
う

だ
。
眼
鏡
大
事
の
三
城
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
同
期
に

老
眼
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
遠

近
両
用
レ
ン
ズ
の
販
売
額
シ

ェ
ア
が
約
5
2
％
に
達
し
た
。

第
一
生
命
経
折
研
究
所
の

試
算
で
は
、
約
1
5
0
0
兆

円
の
個
人
金
融
資
産
の
6
割

は
6
0
歳
以
上
の
世
代
が
保

有
。
支
出
額
は
〓
年
に
1
0

1
兆
円
と
、
個
人
消
費
全
体

の
4
4
％
を
占
め
、
「
今
後
は

5
0
％
に
近
づ
く
」
　
（
熊
野
英

生
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）
。

盛
業
㊨
威
魔
劾
魔
窟
適

メ
ー
カ
ー
や
小
売
り
な
ど

消
費
財
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
長
ら
く
「
家
族
」
と

”
若
者
」
が
二
大
タ
ー
ゲ
ッ

ト
だ
っ
た
。
双
方
の
取
り
込

み
を
中
心
に
成
長
し
て
き
た

自
動
車
が
代
表
例
だ
。
だ
が

急
速
な
少
子
高
齢
化
で
シ
ニ

ア
市
域
が
盛
大
の
競
争
舞
台

に
な
り
つ
つ
あ
る
む

嘉
H
K
の
紅
白
歌
合
戦

る
若
者
向
け
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
も
企
業
の
成
長
力
を
遷

大
学
商
学
部
の
塚
的
公
義
教

授
は
指
摘
す
る
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
レ
ス
ト
ラ
ン
や
総
合
ス
ー

パ
ー
の
よ
う
に
、
家
族
需
要

雪
か
む
企
菜
が
1
9
9
0
…

銅
肇
悶
鍼
絹
む

打
ち
し
た
時
代
が
あ
っ

…
緋
緋
緋
‰
を
見
る
よ
う
に
、
家
族
そ
ろ

っ
て
消
費
す
る
の
が
日
本
経

済
の
柱
だ
っ
た
」
。
久
留
米

ソ
ニ
ー
や
パ
ル
コ
な
ど
先

的
な
イ
メ
ー
ジ
で
プ
ラ
ン

力
を
上
げ
て
き
た
。

だ
が
人
口
構
成
は
大
き
く
H

語
椚
録
指
摘

報
堂
新
し
い
大
人
文
化
研
究

所
の
阪
本
節
郎
所
長
は
ハ
既

に
シ
ニ
ア
層
が
成
長
を
け
ん

引
す
る
商
品
分
野
も
あ
る
」

と
話
す
。
価
格
よ
り
質
を
重

視
す
る
の
が
特
徴
で
、
プ
レ

ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
や
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
な
ど
が
そ
の
例
だ
っ

ニ
ア
市
場
の
特
徴
を
商
品
。

す
ー
ビ
ス
の
開
発
に
生
か
す

こ
と
が
企
業
の
競
争
力
を
高

め
る
の
は
間
違
い
な
い
。

（
福
生
委
員
　
中
村
南
文
）

消
費
財
企
業
が
シ
ニ
ア
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
洗
練
さ
せ

る
こ
と
は
、
長
期
的
に
グ
ロ

ー
バ
ル
市
場
で
勝
つ
材
料
と

も
な
る
。
ア
ジ
ア
な
ど
の
新

腰
市
壕
も
い
ず
れ
、
高
齢
化

す
る
。
世
界
食
品
大
手
、
ネ

ス
レ
（
ス
イ
ス
）
は
日
本
で

高
齢
者
向
け
の
流
動
食
や
栄

養
補
助
食
品
を
伸
ば
し
て
お

り
、
壷
菜
を
海
外
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い
一
（
ネ

ス
レ
日
本
）
。
国
の
活
力
を

維
持
す
る
上
で
少
子
露
欧
化

の
歯
止
め
は
急
務
だ
が
、
シ
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ドコモ、交流ゲ中ム参入

NTrドコモの交流ゲーム
運営サービスの仕組み

lN¶ドコモi

売り上げの
約20％が
手数料収入

交流ゲーム

売り上げの
約80％が
収入

ぬ
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斥コモ以南l由捕兵と鳩も引閉路こ

きめ細かな遅常カギ射幸性
懸　念

ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
（
交

流
ゲ
ー
ム
）
市
場
は
コ
ン
プ

リ
ー
ト
ガ
チ
ャ
（
コ
ン
プ
ガ

チ
ャ
）
間
璽
蓄
っ
か
け
に

利
用
者
離
れ
が
起
き
た
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
高
機
能

携
帯
電
話
＝
ス
マ
ホ
）
の
普

及
な
ど
で
今
後
も
成
長
が
見

込
め
る
。
N
T
T
ド
コ
モ
は

自
前
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
強
み
や
ブ
ラ
ン
ド
カ

を
生
か
し
、
グ
リ
ー
と
デ
ィ

ー
・
エ
ヌ
・
エ
1
（
D
e
N

A
）
を
追
い
か
け
る
。
（
1
面
春
野

グ
リ
ー
な
ど
交
流
ゲ
ー
ム

各
社
は
璧
付
電
話
の
通
信
サ

ー
ビ
ス
や
代
行
決
済
な
ど
を

利
用
す
る
見
返
り
と
し
て
、

ゲ
ー
ム
の
売
り
上
げ
の
十
数

肯
「
ム
恩
昔
風

い
る
。
だ
が
、
ド
コ
モ
が
直

接
、
携
帯
電
話
の
ゲ
ー
ム
サ

イ
ト
を
運
営
す
れ
ば
こ
う
し

た
コ
ス
ト
は
発
生
し
な
い
。

そ
の
結
果
、
利
用
者
が
支

払
う
ア
イ
テ
ム
課
金
で
得
ら

れ
る
ゲ
ー
ム
開
発
会
社
の
収

入
は
、
グ
リ
ー
な
ど
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
増
え
る
。

利
益
率
が
高
ま
る
分
、
ゲ
ー

ム
内
の
ア
イ
テ
ム
価
格
を
低

く
抑
え
る
こ
と
も
で
き
、
利

用
者
も
整
め
や
す
い
【
）

グ
リ
ー
な
ど
と
異
な
り
、

消
費
者
と
の
接
点
を
持
っ
て

い
る
点
も
大
き
い
。
ド
コ
モ

の
携
霧
電
話
の
契
約
者
数
は

約
6
千
万
人
。
今
冬
モ
デ
ル

の
携
帯
電
話
か
ら
画
面
上
に

自
社
の
ゲ
ー
ム
配
信
サ
イ
ト

を
置
く
ほ
か
、
全
国
2
干
以

上
の
堅
冗
店
を
使
っ
た
営
業

も
進
め
る
。

ド
コ
モ
の
ゲ
ー
ム
配
信
サ

イ
ト
に
は
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ

ゲ
ー
ム
ス
の
は
か
セ
ガ
、
カ

プ
コ
ン
、
タ
イ
ト
ー
、
ケ
イ

ブ
、
K
L
a
b
（
ク
ラ
ブ
）

な
ど
主
要
開
発
会
社
が
ゲ
ー

ム
を
提
供
す
る
見
通
し
だ
。

コ
ン
プ
ガ
チ
ャ
を
巡
っ
て

は
、
射
幸
性
の
高
さ
か
ら
未

成
年
者
が
交
流
ゲ
ー
ム
の
電

子
く
じ
に
多
額
の
現
金
を
投

じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
交

流
ゲ
ー
ム
各
社
は
問
題
表
面

化
後
に
コ
ン
プ
ガ
チ
ャ
の
廃

止
や
利
用
制
限
に
乗
り
出
し

た
が
一
部
で
利
用
宵
離
れ
が

発
生
し
た
。

ド
コ
モ
は
未
成
年
者
の
ス

マ
ホ
の
月
額
利
用
料
を
3
万

円
以
ド
に
制
限
し
て
い
る

が
、
ゲ
ー
ム
料
金
に
つ
い
て

は
さ
ら
に
厳
し
い
課
金
上
限

を
設
け
る
こ
と
も
検
討
す

る。
ド
コ
モ
に
と
っ
て
通
信
収

入
に
代
わ
る
収
益
源
の
確
保

は
最
重
要
課
題
だ
。
告
声
通

話
の
収
入
は
ス
マ
ホ
で
使
う

無
料
通
話
ア
プ
リ
の
普
及
に

伴
っ
て
す
で
に
減
少
し
始
め

て
お
り
、
デ
ー
タ
過
信
収
入

も
ス
マ
ホ
の
普
及
が
一
巡
す

る
2
0
1
5
年
度
ご
ろ
に
純

化
す
る
見
通
し
だ
。
同
社
は

課
金
制
限
も
含
め
た
き
め
細

か
い
運
営
で
こ
れ
ま
で
ゲ
ー

ム
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
か

っ
た
層
も
巻
き
込
ん
だ
市
場

拡
大
を
め
ざ
す
。
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」

≒≡遥÷二三
新メニューの考
轟や盛り付けの
草間が糞しみに

童婦集惑

「お師魁費う」

庶応が励み

特徴

テーマ特化型SNSの例
サービス名（運営会社）

TripAdvisor　　　　　　巨石｝灰謁0リ

（トリップアドバイザー）億よと
お薦めの旅行

ここ毎嘉毒弄薄手裏
】

ギブ六二五ごジニ■シート）‡撃去華真‡
主同士の交流

小売店での買い
物体験や買った

三二一票
、投稿と共有

pixiv（ピクシブ）

理蕎茅票と1警語如投稿

企業と消費者の接点に

日
々
の
料
理
を
テ
ー
マ
に
し
た

交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）
に
主
婦

が
集
っ
て
い
る
。
家
庭
で
作
る
料

理
の
等
質
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
高
機
能
携
帯
電
話
＝
ス
マ
ホ
）

で
投
影
し
て
投
稿
し
、
サ
イ
ト
上

で
コ
メ
ン
ト
し
合
う
。
手
鑑
に
利

用
で
き
、
サ
イ
ト
上
で
の
反
応
が

日
々
の
食
事
作
り
の
励
み
に
な
る

の
が
魅
力
と
い
う
。
主
婦
た
ち
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
食
品
メ
ー
カ

ー
な
ど
の
販
促
の
場
と
し
て
も
括

「
私
め
言
開
」
撮
影
、
気
軽
に
投
稿

用
さ
れ
始
め
た
。

衆
京
都
内
在
住
の
主
婦
、

白
坂
麻
子
さ
ん
は
作
っ
た
料

理
を
皿
に
盛
り
つ
け
る
と
す

ぐ
に
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し

た
。
カ
メ
ラ
で
温
影
し
「
冷

蔵
庫
の
中
に
あ
っ
た
も
や
し

で
作
っ
た
和
風
あ
ん
か
け
そ

ば
で
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
隻

に
は
見
え
ま
せ
ん
」
と
い
っ
一

た
コ
メ
ン
ト
が
撃
に
送
ら
岬

れ

て

き

た

。

　

　

　

…

た
り
前
の
作
業
で
も
大
勢
の
伸

銅
銅
鞘
粥
順
一
l

昨
年
末
か
ら
料
理
S
N
S
の
叩

晩
の
3
食
分
を
欠
か
さ
ず
投

稿
。
約
2
万
人
の
フ
ォ
ロ
ワ

ー
が
白
坂
さ
ん
の
「
作
品
」

を
某
し
み
に
し
て
い
る
。

昨
年
日
月
に
サ
ー
ビ
ス
隼

「
m
i
i
l
（
ミ
イ
ル
）
」

を
使
い
始
め
、
今
で
は
朝
昼

始
め
た
「
m
i
i
l
」
は
ス

マ
ホ
に
無
料
の
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
嘩
つ
。
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
8
万
件
を

突
破
し
、
頻
繁
に
画
像
や
コ

メ
ン
ト
を
投
稿
す
る
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ユ
の
比
率

が
5
割
を
超
す
。
運
営
会
社

フ
ロ
ッ
グ
ア
ッ
プ
ス
（
垂
界

・
港
）
の
中
村
仁
社
長
は
「
当

初
は
外
食
の
写
票
を
想
定
し

て
い
た
が
、
ふ
た
を
開
け
て

み
る
と
家
魔
の
料
理
が
大
半

だ
っ
た
」
と
話
す
。

最
大
手
の
岬
ス
ナ
ッ
フ
デ

ィ
ッ
シ
ュ
」
は
昨
年
5
月
の

開
始
以
来
、
ア
プ
リ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
数
が
4
0
万
作
近
く

に
適
し
た
。
会
田
登
録
し
て

い
る
約
1
3
万
人
の
7
割
が
女

性
で
、
1
日
に
4
0
0
0
枚

の
料
理
の
写
質
が
投
稿
さ
れ

て
い
る
。
運
営
会
社
ヴ
ァ
ズ

（
東
京
都
武
蔵
野
市
）
の
丹

田
苔
社
長
は
要
が
料
理
の
写

質
を
友
達
同
士
で
見
せ
合
っ

て
い
る
の
を
見
て
サ
イ
ト
の

開
設
を
思
い
つ
い
た
。

い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
も
使

い
方
は
い
た
っ
て
簡
単
だ
っ

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
料
理
を

投
影
し
送
る
だ
け
ぐ
コ
メ
ン

ト
の
送
信
も
単
純
な
操
作
で

で
き
る
。
料
理
を
テ
ー
マ
に

し
た
サ
イ
ト
で
は
レ
シ
ピ
サ
【

叫二m
星
「
．

テ
ー
マ
を
特
定
の
分
野
に
絞
っ
た
交

流
サ
イ
ト
（
S
H
S
）
が
存
在
感
を
高

め
て
い
る
。
料
理
以
外
に
も
旅
行
、
ペ

ッ
ト
と
い
っ
た
趣
味
性
の
強
い
分
野
を

題
材
に
し
て
多
く
の
利
用
者
星
琴
愕

特
定
の
分
野
に
興
味
を
持
つ
消
費
者
と

接
点
を
築
き
や
す
い
の
が
特
徴
で
、
企

「
料
凱
訂
針
」

【

，
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菜
が
販
促
な
ど
に
繕
用
す
る
例
が
増
え

て
き
た
。
食
材
を
ネ
ッ
ト
販
売
す
る
オ
イ
シ
ッ

ク
ス
は
8
月
か
ら
料
理
S
X
S
の
m
i

i
l
と
述
供
し
、
自
社
で
取
り
扱
っ
て

い
る
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
料
理
の
写
員

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
反
笹

の
大
き
か
っ
た
等
質
の
投
稿
者
に
食
材

の
購
入
に
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
提
供

し
、
消
費
者
と
の
関
係
づ
く
り
に
生
か

す
。
ヤ
マ
サ
箇
油
は
1
月
に
ス
ナ
ッ
プ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
お
経
穀
の
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
き
、
優
秀
者
に
有
田
焼
の
し
ょ
う

ゆ
小
皿
な
ど
を
贈
っ
た
。

料
理
S
N
S
に
は
毎
日
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
買
い
物
を
し
て
い
る
主
婦
た
ち

が
撃
つ
。
¶
和
食
L
　
「
イ
タ
リ
ア
ン
」

な
ど
投
稿
さ
れ
る
写
質
の
内
容
で
対
象

を
絞
れ
ば
「
和
食
好
き
血
の
主
婦
だ
け

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ

そ
う
し
た
消
費
者
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
そ
う
な
情
報
を
提
供
す
れ
ば
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
効
男
も
高
ま
る
。

独
身
時
代
、
結
姶
後
、
子
■

イ
ト
の
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
が
代

表
例
だ
が
、
詳
細
な
レ
シ
ピ

を
作
り
投
稲
す
る
の
に
手
間

が
か
か
っ
て
い
た
。

料
田
社
員
は
「
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
組
ん
だ
り
、

盛
り
つ
け
や
敷
物
を
工
夫
し

た
り
と
、
ひ
と
手
間
か
け
る

の
が
我
し
く
な
っ
て
く
る
」

と
サ
イ
ト
の
効
果
に
つ
い
て

話
す
。
日
々
の
食
事
作
り
が

増
調
な
「
焦
空
か
ら
「
娯

楽
」
に
変
わ
り
、
結
党
と
し

て
料
理
自
体
も
レ
ベ
ル
ア
ッ

テ
し
再
び
投
稿
し
た
く
な
る

を
い
う
。

所
謂
錮
摘
転
用

戸
上
に
人
生
を
記
録
す
る

J
ワ
イ
フ
ロ
グ
ー
の
手
段
と
し

子
も
普
及
が
進
み
そ
う
だ
C
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